






42 

および経過時間）が飽和することを確認することで、AI の学習の成否を確認し

た（図 3、4）。なお本学習は、シロギス養殖の実環境を模した養殖シミュレータ

を開発し、その上で実施した（図 5）。 

 

 

「給餌器作動部」は、PC 上の AI の指示に従い、給餌器近くのマイコン（Arudino）

が SSR（ソリッド・ステート・リレー）を通して給餌器を通電させることで、給

餌器が動作する。なお、 PC・マイコン間の通信には、ZigBee 無線を利用した。

実際に開発した装置を図 6 に示す。 

（２）水槽環境シミュレーションモデルの開発（サブタスク B：伊澤） 

本タスクでは、水槽環境を実測し、実測値に基づきシミュレーションモデルを

構築することを目的とした。実測値と計算値の双方を、サブタスク A と連携し

て AI 学習に用いるとともに、実水槽環境の環境制御に用いる準備を行なった。 

 

 

2017 年度は、AI 連携で用いる「水槽環境システムの水温・照度シミュレーシ

ョンモデル」の構築を目的として、気象データ（日射量・外気温）を用いること

で水槽水温（熱環境）と水槽水上面照度（光環境）を計算予測できる簡易シミュ

レーションモデルを構築した（図 7、 図 8）。 

2018 年度は、ディープラーニングの「教師データ」として魚の画像データ（動

図 6 給餌器動作部のハードウェア構成 図 5 シロギス養殖のシミュレーション環境 

図 8 水槽水面照度（実測値と計算値） 図 7 水槽水温（実測値と計算値） 
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画・静止画）が必要であり、撮影のための実験系を構築した。水中用 CCD カメ

ラおよび水面用デジタルビデオによる映像撮影を実施した。撮影したシロギス

の画像データを使って、サブタスク A で人工知能学習（ディープラーニング）

を開始した。 

 

2019 年度は、魚の成長に合わせて、餌の粒径を小さいものから大きなものへ

変更しながら与える「グラデーション給餌」のアイディアを試行するための準備

として、餌の粒径ごとの重力沈降速度や拡散性状を、数値解析によって明らかに

した（図 9、 図 10）。また、次年度に「対照区実験」（人工知能ありの実験区と

人工知能なしの対照区の比較実験）を実施できるように水中照度計測系等を構

築した。 

 

７．今後の研究計画 

（１）AI の開発（サブタスク A：池岡） 

「画像認識部」については実用性を考慮すると位置情報を含めさらなる高精

度な認識能力が求められる。十分な量の教師データを作成し、AI の学習に多く

の時間を割く必要がある。加えて、「画像認識部」の AI は処理負荷が大きいた

め、リアルタイム処理できるように高速化の工夫が必要であろう。並行して、水

面の反射等を考慮した光学系細部の検討やカメラパラメータの決定も行う必要

がある。続いて、システム全体の統合テストにより、実環境下での利用に耐えう

るか検証を行う。最終的には、「自発給餌システム」と「環境制御システム」の

相互連携を実現する予定である。 

（２）水槽環境シミュレーションモデルの開発（サブタスク B：伊澤） 

画像測定系と温度・照度測定系を内海研水槽に設置して対照区実験を実施し、

「測定データ」と「魚の成長」の関係を解明するとともに、大量の教師データを

入手して人工知能の精度向上に寄与したいと考えている。 

 

図 10 餌濃度分布（２０トン水槽） 図 9 餌濃度分布（１トン水槽） 
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１．テーマ名 「②産業・教育支援」 

 

２．研究課題名 「海洋資源の有効利用性の検討」 

（１）アオサ等からの有用物質の探索 

（２）糖転移酵素によるキチンからのオリゴ糖の合成 

（３）酵素法による海藻類多糖類からの有用糖質の生産 

 

３．研究者名 生命工学部 海洋生物科学科・倉掛昌裕 

 

４．研究協力者   

工学研究科生命工学専攻 大学院生（博士前期課程） 

天井 裕可里 

生命工学部 海洋生物科学科 4 年 

堀井 朝日、三浦 明久、小西 瑞希、池平 佳歩、上廣 元基、 

塚原 悠斗、大塚 尚樹、門田 和也、石本 圭亮 

 

５．研究目的 

（１）アオサ等からの有用物質の探索 

アオサはアオサ科アオサ属の海藻であり、海の富栄養化などが原因で大量繁

殖することで緑潮（グリーンタイド）を発生させ、自然環境、漁業、観光へ影響

を及ぼす。アオサはアオノリの代用品、家畜の飼料や農作物の肥料、バイオマス

等へ利用できるが、その多くは未利用の状況である。アオサ成分の有効利用とし

てポリフェノールなどの抗酸化性、蛋白質の分解物ペプチドの機能性、多糖類の

分解による生成糖類の利用性について検討する。その他に瀬戸内の海産物につ

いても検討する。 

（２）糖転移酵素によるキチンからのオリゴ糖の合成 

カニやエビ殻等の成分であるキチンは N-アセチルグルコサミンがβ-1、4 結

合した多糖である。キチン分解酵素系の中で N-アセチルグルコサミンを遊離さ

せるβ-N-アセチルヘキソサミニダーゼには糖転移作用を有するものもあり、新

規オリゴ糖の合成が期待できる。本研究では土壌よりキチン分解菌の分離を行

い、糖転移性を有するβ-N-アセチルヘキソサミニダーゼを探索し、新規のオリ

ゴ糖の合成について検討する。 

（３）酵素法による海藻類多糖類からの有用糖質の生産 

 海藻由来の多糖類は陸上植物と異なりウロン酸等を含みヘテロなものが多い。

アルギン酸等への高活性分解酵素を探索し、多糖類からのオリゴ糖等の糖類の

生産能および生成糖類について検討する。 
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６．研究成果 

（１）アオサ等からの有用物質の探索 

1）0.5％アオサ平板培地を用い土壌からのアオサ分解菌の分離を行い、113 株を

分離した。各菌株を 0.5％アオサの液体培地で培養し、アオサ分解活性を測定し

たところ、比較的高活性の 6 株が得られた（図 1）。最も高活性の K14 株はカビ

類であったので、カビの酵素生産に都合の良い固体培養を行った。その結果、固

体培養後の抽出液の酵素活性は 0.81 U/ml と高活性となり、小麦フスマ 1g 当た

りの酵素生産量は 8.1 U/g となった。硫安塩析により粗酵素を調製し、アオサに

作用させたところ、アオサ 1g 当たり 206mg の還元糖が得られ、主な生成糖はセ

ルロース由来のグルコースであることがわかった。また液体培養にてアオサを

分解するK14株の酵素系としてλ-カラギナーゼおよびセルラーゼが認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 分離菌株の液体培養液の酵素活性 

 

2）広島産等の焼き海苔試料（紅藻類アマノ

リ属）のポリフェノール含量は高いもので

100g 当たり 700～800 mg 程度であるのに

対し、変色し品質劣化した海苔はその半分

程度となった。また SOD 様活性の IC50 値

はポリフェノール含量と相関し、抗酸化性

が高いことがわかった。図２に焼き海苔の

SOD 様活性を示した。   

次に食品用酵素のプロテアーゼアマノ

SD（天野エンザイム㈱）を、25 mg/ml の

試料に対し pH 6、40℃で作用させタンパク質を分解し、その生成ペプチドの血

圧上昇抑制効果を示すアンジオテンシン変換酵素（ACE）阻害活性を調べた。プ

図２ 焼海苔の SOD 様活性と試料濃度との関係 
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ロテアーゼ処理した時の遊離ペプチド量は 200～400 mg/g 程度と試料によって

大きく異なった。しかし、いずれの品質の海苔からの遊離ペプチドとも同程度の

ACE 阻害活性を有することがわかった。 

（２）糖転移酵素によるキチンからのオリゴ糖の合成 

 土壌よりキチン分解菌の分離を行ったところ、高活性のβ-N-アセチルヘキソ

サミニダーゼを有する Bacillus sp. CH11 株が得られた。CH11 株を 0.5％キチン、

0.2％酵母エキスの液体培地 100ml（500ml 三角フラスコ）にて、130rpm、30℃で

3 日間培養し酵素の生産を行った。培養ろ液から硫安塩析により粗酵素溶液を調

製し、ゲルろ過のセファデックス G-25 カラム（ファルマシア㈱）および陰イオ

ン交換クロマトグラフィーのスーパーQ トヨパールカラム（東ソー㈱）により酵

素精製を行った。酵素の分子量は 90kDa と見積もられ、最適 pH は 7 付近、安定

pH は 6～8、最適温度は 40℃付近、安定温度は 40℃以下であった。 

 図３は CH11 株精製酵素を 2% N, N'-ジアセチルキトビオースに 24 時間反応さ

せた時の反応液の HPLC チャートを示したものである。反応前の基質 2 糖類の

N, N'-ジアセチルキトビオースの分解により、反応後では遊離した単糖の N-アセ

チルグルコサミンの他に、基質に糖

転移した 3 糖のトリアセチルキトト

リオースが検出された。受容体とし

てエチレングリコールを加えたと

き、N-アセチルグルコサミンが糖転

移した転移糖ピークが N-アセチル

グルコサミンおよびエチレングリコ

ールのピークの間に検出された。 

 表１は、N, N'-ジアセチルキトビオ

ースに受容体として各アルコール類

および糖アルコールを添加し反応さ

せたときの糖転移性についてまとめ

たものである。HPLC 分析にて高さ

2000μV 以上の比較的大きな転移

糖ピークが検出された場合には○

印、それ以下のわずかなものには△

印とした。1 価アルコール類では、

炭素数 2までのメタノールおよびエ

タノールへの糖転移が認められた

が、両末端に水酸基をもつ 2 価アル

コール類では、炭素数 5 のペンタン

図３ CH11 株酵素の糖転移性 

表１ CH11 株酵素の糖転移反応における受容体特異性 
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ジオールまで高い糖転移性を示した。糖アルコールでは、エリスリトールおよび

キシリトールに糖転移性が認められた。なお単糖、2 糖類およびポリフェノール

類では、いずれも糖転移はほとんど認められなかった。 

新たに土壌より糖転移酵素の探索を行ったところ、かび類 A34 株酵素に高い

糖転移性が認められ、N, N'-ジアセチルキトビオースへの作用において 3～5 糖

の転移糖が得られた。 

（３）酵素法による海藻類多糖類からの有用糖質の生産 

1％アルギン酸平板培地にてアルギン酸分解菌の土壌からの分離を行った結

果、高活性のアルギン酸リアーゼを生産する Paenibacillus sp. S29株が得られた。

酵素を精製し、その性質について調べたところ、分子量は 32 kDa で、最適 pH は

8.7 付近、安定 pH は 5.6～8.8、最適温度は 50℃付近、安定温度は 40℃以下であ

った。S29 株酵素はアルギン酸の構造体でグルロン酸が多い poly G およびマン

ヌロン酸が多い poly M に作用し、特に poly M に対する分解性が高かった。アル

ギン酸に作用させたところ、261mg の還元糖が生成した。図 4 に示すようにそ

の主生成糖は単糖（DP１）であるが 2 - 6 糖（DP2‐6）のオリゴ糖も検出され

た。 

 さらに土壌からアルギン酸分解菌の分離を行った結果、細菌 30 株、放線菌 165

株、カビ 7 株の計 202 株が得られた。1％アルギン酸培地での液体培養において

多くの菌株培養液に酵素活性が認められたが、比較的高活性である 5 株を選択

し、アルギン酸、グルクロン酸、マンノース、グルコースを炭素源として液体培

養を行ったところ、放線菌 H159 および H160 株でアルギン酸培地にてそれぞれ

0.697 および 0.875U/ml と比較的高い活性が認められた。 

 別にκ-カラギナーゼ生産菌の探索を行ったところ、カラギーナンゲル消化性

の高い細菌 Y35 株酵素が得られ、その酵素生産条件について検討している。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 図４ S29 株酵素によるアルギン酸分解物の MS 分析 
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７．今後の研究計画 

（１）アオサ等からの有用物質の探索 

高活性のアオサ分解酵素の探索を続け、その酵素分解物の分析を行う。 

アオサ以外の海藻類についても抗酸化性、タンパク質分解ペプチド等の機能性

について調べ、有用性について評価する。 

（２）糖転移酵素によるキチンからのオリゴ糖の合成 

キチン関連の糖転移酵素の探索を続け、高活性や糖転移反応での受容体特異

性を有する酵素を開発する。また糖転移反応を利用したオリゴ糖や配糖体の合

成について検討する。 

（３）酵素法による海藻類多糖類からの有用糖質の生産 

アルギン酸、カラギーナン等多糖類の分解酵素の探索を続け、それら多糖類か

らの糖生産性等について評価する。 
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１．テーマ名 「②産業・教育支援」 

 

２．研究課題名 「水族館を活用した里山・里海生態系学習に関する科学コミュ

ニケーションツールの開発」 

 

３．研究者名 生命工学部 海洋生物科学科・水上雅晴 

 

４．研究協力者 

生命工学部 海洋生物科学科 4 年生 

藤原 拓視 

平成 29 年度 学芸員養成課程 15 名 

平成 30 年度 学芸員養成課程 14 名 

令和元年度   学芸員養成課程 17 名 

 

５．研究目的 

藻場や干潟の生態系解明や産業支援に焦点を当て、大学附属内海生物資 源

研究所（以下、研究所）の水族館を活用した展示活動だけでなく出前水族館や

ICT を用いた遠隔授業などの情報発信活動を行い、プロジェクトの成果やホッ

トな話題について社会一般に周知することで（科学コミュニケーション）、瀬戸

内海の豊かな環境資源を次世代に引き継ぐ活動へと発展させる。また、研究所周

辺の藻場や干潟を利用した実体験型環境学習を、小中学校や高校、一般対象に行

うこと、最終的には瀬戸内海しまなみ沿岸生態系研究の教材化により、本学の特

色ある教育の一つとすることで、地域資源を活用した本学学生の成長につなげ

る。 

 

６．研究成果 

平成 30 年度および令和元年度の海洋生物科学科卒業研究のテーマとして、4

年次生 3 名が、本プロジェクトに関わる水族館内での展示活動を行った。水族

館の 3 トン研究水槽では、藻場・干潟域を再現した干満を定期的に繰り返す潮

汐水槽展示のため、アマモ育成用の照明器具や造波用の水中ポンプ類を設置し、

アマモやコアマモなどの海草類やトビハゼ、アミメハギなど藻場や干潟に生息

する小型生物を展示した。また、しまなみテッポウギスプロジェクトの紹介のた

め、養殖されたシロギスに関わる展示活動を行った（図 1）。 

平成 29 年 11 月 11、12 日に福山市のリム・ふくやま 7 階のものづくり交流

館で開催された「じばさんフェア 2017」において、研究所と会場をインターネ

ット回線で中継し、「シロギスについて」と「藻場・干潟について」の内容で各
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15 分間、研究所内のシロギス養殖水槽や水族館のライブ映像を交えながら来場

者に解説する遠隔講座を実施した（図 2）。アンケートの結果から、ほとんどの

参加者が講座内容のしまなみテッポウギスプロジェクトや藻場・干潟に対して

理解や関心を示した反面、「音声が聞き取りにくい」、「内容が子どもには難しい」

など、技術改善や対象者への配慮を求める意見が多くみられた。また、講座参加

後に興味を持った内容には、水族館での飼育体験や養殖体験など、親子で体験で

きる参加型の学習プログラムや子ども向けの環境学習についての意見が多かっ

た。 

平成 30 年 9 月 10 日に尾道市環境学習推進事業「ふるさと海辺教室」の一環

として、本学科学芸員養成課程の 4 年生が主体となり、尾道市立山波小学校 4 年

生児童50名を対象に、水族館での生物観察を交えた環境学習を実施した。また、

施設前の大浜海岸の干潟と磯で野外観察を行い、最後に海岸の清掃活動を行っ

た。児童を対象に活動前後の意識変化についても調査し、事前の「家庭で環境を

守るために気を付けていること」と活動後の「環境を守るために自分たちができ

ること」のアンケート結果から、ポイ捨てしない、ゴミ拾いなど当日午後の海岸

清掃活動の影響が強く認められた（図 5、6）。また、担任教諭へのアンケートか

らは「教室や教科書での学習内容と現場での学びが結びつき、現場で実感したこ

とで知識が確実なものとなった」との意見が聞き取れ、水族館を活用した実体験

型環境学習の有効性が示唆された。同様に、令和元年 9 月 18 日には尾道市立重

井、西藤、美木原小学校の 4 年生児童 65 名を対象に、干潟・藻場環境の重要性

と海洋プラスチックごみ問題に関するふるさと海辺教室を実施し、PDCA に基

づくプログラム開発と学生が主体となる水族館を活用した環境教育の有効性が

評価された（図 3）。 

令和元年 10 月 20 日には福山市リサイクルプラザにて開催された「ふくやま

環境フェスタ 2019」に出前水族館と藻場・干潟環境展示の一部を出展し、2、

000 名以上の来場者に対して学生が主体となり、水辺環境の重要性や海洋ごみ

問題に関する展示・啓発活動を行い、高い評価を受けた（図 4）。 

以上のことから、ICT を活用した遠隔講座や出前授業は、今後因島キャンパ

スでの発展を計画しているフィールドを活用した体験型学習の導入や事前学習

として有効であることが示唆された。さらに、体験型学習の運営スタッフとして

本学科学生を動員することは、日頃の学習成果を自己評価させ、学習意欲の向上

に非常に有効で、地域資源を活用した本学学生の成長につながることが確認さ

れた。しかし、参加者の満足度を得るためには、プログラムを精査し、技術構築

を踏まえた指導側の時間と労力の必要性も明らかとなった。また、プロジェクト

を紹介する水族館内の展示活動は、幅広い年齢層に合わせた展示作製の難しさ

と継続した開発の必要性が示唆された。 
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図 1．4 年次生によるプロジェクトに関する卒業研究展示． 

図 2．じばさんフェア 2017 で実施した遠隔講座． 

図 3．水族館展示を活用した小学 4 年生対象のふるさと海辺教室． 

図 4．ふくやま環境フェスタ 2019 に出展した出前水族館． 
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７．今後の研究計画 

（１）内海生物資源研究所水族館を活用したブランディング研究展示の継続 

水族館では 4 年生の卒業研究による藻場・干潟生態系を中心とした展示活動

を継続し、大学で取り組むブランディング研究について社会一般に周知しなが

ら、アンケート調査を実施して各展示効果について検証する。 

（２）地域社会連携教育の実施 

引き続き、水族館展示を活用した出前授業や遠隔授業、体験型学習などの地域

社会連携型教育を実施して展示や活動の学習効果について検証し、プログラム

化する。福山市や尾道市と連携した里山里海生態系サービスをテーマにした遠

隔授業や体験型学習を展開することで、瀬戸内海の豊かな環境資源を次世代に

引き継ぐ活動へと発展させ、より効果的な科学コミュニケーション手法につい

て検討する。 
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図 6．環境を守るために自分たちができること（活動後）． 

A：記述された主な意見、B：その他の意見． 

図 5．児童が家庭で環境を守るために気を付けていること（活動前）． 

A：記述された主な意見、B：その他の意見． 
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私立大学研究ブランディング事業報告書 

③沿岸生態系の持続可能性 

代表：佐藤淳 

班員：阪本憲司、山岸幸正、関田隆一 

 

要旨：しまなみ沿岸生態系は豊かな生物多様性が維持される全国的に見てもま

れで貴重な自然環境である。生態系の恩恵を次世代に引き継ぎ、未来永劫維持す

るためには、その動態に影響を与える要因を明らかにしなければならない。研究

テーマ「③沿岸生態系の持続可能性」では、瀬戸内海しまなみ沿岸域に生息・生

育する魚類や藻類の集団遺伝構造に基づく保全単位の設定、豊かな生物多様性

を維持する藻場の分布調査とそれを容易にするテクノロジーの開発、そして沿

岸生態系に影響を与える陸域生態系のメカニズムの解明に焦点を当てた研究を

行い、以下の 4 つの成果を得た。【阪本】準絶滅危惧種および絶滅危惧種に指定

されている魚類と両生類及び藻場に生息する魚類を対象にミトコンドリア

DNA に基づく解析を行い、集団遺伝構造を明らかにすることで、保全単位の設

定および絶滅リスク評価に必要な知見を得た。特に地域固有の遺伝的特徴や地

域間の遺伝子流動を多数検出し、遺伝的多様性に基づく保全の必要性を示唆し

た。【山岸】因島における海藻類の年次変動を調査し、全体として藻類の種数が

減少していること、褐藻類が減少する一方、紅藻類が増加していることを明らか

にした。さらに、流れ藻の主要な藻類である褐藻類アカモクについてミトコンド

リア DNA に基づき集団遺伝構造を明らかにし、本種の保全に資するデータを得

た。【関田】しまなみ沿岸域の藻場分布を識別するために、地球観測衛星により、

海と植生を表すパラメータの季節変化を調査した。また藻場を識別する解析ア

ルゴリズムを構築して米国の Landsat-8 と欧州の Sentinel-2 からのデータで藻

場を識別し、現地観測により精度を求めた。これまで太陽光の吸収・散乱を補正

する技法から、精度 66％で藻場の検出ができるようになった。【佐藤】次世代シ

ークエンサーを活用した森の野ネズミの食性分析法と水を対象とした環境

DNA 分析法を確立し、因島の野ネズミが森林の持続可能性に関与すること、森

を起源とする生物の痕跡が沿岸域まで流れていること、そして沿岸域に生息す

る魚類が動物プランクトンに依存していることを明らかにし、森と海の連環を

示唆する結果を得た。以上の 4 つの成果から、しまなみ沿岸生態系を維持する

ために必要な、瀬戸内海を平面的にみる横のつながり（集団遺伝構造と藻場の分

布）と陸域と海域を垂直的にみる縦のつながり（森海連環）に関する重要な知見

の獲得と新しい解析手法の開発が達成された。 
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研究報告書 

 

１. テーマ名 「③沿岸生態系の持続可能性」 

 

２. 研究課題名 「瀬戸内海沿岸の干潟・藻場および河川に生息する魚類およ

 び両生類の遺伝的集団構造および遺伝的多様性の解明」 

 

３. 研究者名 生命工学部 海洋生物科学科・阪本憲司 

 

４. 研究協力者 株式会社 日本総合科学、工学研究科生命工学専攻博士前期課

程：釜坂 稜、海洋生物科学科 4 年：池田恵里花・北村智哉・久米琳太朗・高

尾清人・深坂成也・内濱将希・岡村将吾・池永直人・河野雅也・副島春菜・

高村洸介・翠 剛 

 

５．研究目的と成果 

（１）トビハゼのミトコンドリア DNAに基づく遺伝的集団構造の解析 

トビハゼが生息の場としている干潟は、港湾施設やコンビナート造成、農地造

成などの大規模な埋め立てによって減少しており、その影響で本種は準絶滅危

惧種に指定されている。本研究では、瀬戸内海を中心に、日本各地に生息する本

種のミトコンドリア DNA非遺伝子領域(D-loop)および遺伝子領域（ND5）の塩基

配列に基づく遺伝的集団構造を明らかにし、保全単位の設定および絶滅リスク

評価のための情報を得ることを目的とした。まず、D-loop 領域における解析の

結果、全国 23 地点、計 256 サンプルから、78 種類のハプロタイプが検出され

た。ハプロタイプ多様度は平均 0.9084と非常に高く、多くの地点で 0.8以上の

高い数値を示したが、芦田川・Green Park・御荘湾・佐敷干潟の 4地点では 0.7

以下であった。Fst値から、瀬戸内海沿岸域と「御荘湾・鹿島・伊万里湾・佐敷

干潟・羽地内海・揖斐川・江戸川の 7地点」において、遺伝的分化の程度が大き

いことが明らかとなった（表 1）。つぎに、ND5 領域の解析の結果、全国 10地点、

82 個体から 33 種類のハプロタイプが検出された。ハプロタイプ多様度は平均

0.906であり、多くの地点で 0.800以上であったが、佐賀県伊万里湾のみ 0.600

と低い値であった。Fst値から、佐賀県伊万里湾を基準とした場合に、瀬戸内海

の各地点間で 0.18以上の大きな遺伝的分化がみられた（表２）。以上のように、

多くの地点で固有のハプロタイプが複数検出されたことから、トビハゼの保全

を実施する際には、各地に固有の個体群が生息することを考慮し、保全活動の細

分化を行うとともに、生息地点ごとの適切な保全が求められる。 
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（２）アミメハギのミト

コンドリア DNAに基づく

遺伝的集団構造の解析 

 アミメハギは、稚魚期

に流れ藻に付随する習

性があり、20 mm前後で

沿岸の藻場へと移動す

る。また、付着卵を産むことにより卵で拡散せず、遊泳力も低く、水産利用を目

的とした種苗生産や放流などがされていないため、人為的な遺伝的攪乱の可能

性が低い。本研究では、本種の D-loop領域における塩基配列を分析することで、

瀬戸内海芸予諸島における遺伝的集団構造の解明を試みた。2017-2018年に芸予

諸島東部海域の藻場、および流れ藻から採取した個体（計 135個体）から、68種

類のハプロタイプが検出された（図１）。 

今回解析した流れ藻に付随していた本種のハプロタイプの内、大三島～伯方島

間で採集した

ものから大浜

の Hap8が検出

され、志度湾

と大三島～伯

方島間で採集

したものから

折古ノ浜と高

松の Hap19 が

検出された。

こ の こ と か
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ら、流れ藻

に よ る 本

種 の 分 布

拡 大 と そ

れ に 伴 う

遺 伝 子 流

動 が 示 唆

された。こ

のことを踏まえ、2019-2020年に流れ藻付随個体の解析を継続し、その起源を推

察した。因島【大浜・八重子島・折古ノ浜・重井】、大三島、伯方島、大島の藻

場で採取した個体と、流れ藻から採取された多々羅大橋下、多々羅大橋南、鼻栗

瀬戸の流れ藻付随個体の DNA を解析した結果、75 種類のハプロタイプが検出さ

れた（図２と図３）。流れ藻に付随していた個体のハプロタイプは、多々羅大橋

下で 1 種、多々羅大橋南で 12 種、鼻栗瀬戸で 16 種であった。多々羅大橋南と

鼻栗瀬戸で採集した流れ

藻には、因島各地のハプ

ロタイプと共通するもの

が 5 種確認され、因島の

藻場由来の可能性が考え

られた。一方、多々羅大橋

下で 1 種検出されたハプ

ロタイプはどの藻場とも

共通しておらず、調査海

域以外の藻場に由来して

いることが示唆された。 

 

（３）カワムツのミトコンドリア DNAに基づく遺伝的集団構造の解析 

カワムツは、河川改修や水質悪化など河川環境の人為的改変の影響により個体

数と生息域が減少し、地域によっては絶滅危惧種に指定されている。また、水質

悪化にも弱く水質汚濁の指標生物として利用されている。本種の遺伝的集団構

造を明らかにすることは、生息域における保全を検討する上で重要な知見とな

る。本研究では、西日本における本種の遺伝的集団構造の解明を試みた。  

2017～2018 年に、広島県 福山市の【山南川・本谷川】、三原市の【御調川・

天王川】、東広島市の椋梨川、兵庫県 豊岡市の三椒川、山口県 柳井市の鷹の巣

川、愛媛県 西条市の妙之谷川、高知県 長岡郡の吉野川、大分県 臼杵市の西深

田川、津久見市の小園川および熊本県 入江村の下払川においてサンプル採取し

 

図３ 流れ藻に付随していたアミメハギのハプロタイプ 
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た。DNA 解析結果から，大きく 2 つのクレードが得られた（図４）。結果から、

本種の遺伝的集団構造と瀬戸内海の地史に関連性が窺えた。 

 

 

図４ 西日本におけるカワムツの D-loop 解析に基づく系統樹 

2019-2020年に、広島県の芦田川水系と沼田川水系、および島根県の江の川

水系を中心に、西日本各地を含めた遺伝的集団構造の解析を行った。調査河川

は、東から長野県・茂都計川、岡山県・笹ヶ瀬川、滋賀県・野洲川、芦田川水

系【6地点】、沼田川水系【2地点】、江の川水系【4地点】の 15地点とした。

DNA解析の結果、91 個体中 86種類のハプロタイプが検出された。分子系統樹

において“江の川水系・沼田川水系・茂都計川・野洲川”と“芦田川水系・笹

ヶ瀬川”の 2つに大きく分かれた。沼田川水系と江の川水系のクラスターに琵

琶湖に注ぐ野洲川が含まれたことは、湖産アユの両水系への放流時に、カワム

ツが混在していた可能性が考えられる。一方、芦田川水系と岡山県・笹ヶ瀬川

は同じクレードに入り、起源を共にすることが示唆された。 

 

（４）広島県に生息するカスミサンショウウオ Hynobius属の遺伝的集団構造 

広島県大崎上島の Hynobius属は、アキサンショウウオ H. akiensis（以下ア

キ）とされている。2018 年 6 月から 2019 年 6 月にかけて大崎上島で調査をし、

島内の異なる環境の2地点（A：湿地，B：岩盤を流れる細流の溜まり）からHynobius

属の新生息地を発見した。地点 A（3月，6月）では成体・卵嚢・幼生、地点 B（6

月）では幼生が見られた。この 2地点の Hynobius属と、広島県・岡山県で採取

したアキおよびセトウチサンショウウオ（以下セトウチ）の外部形態や繁殖生態

の比較と DNA分析（mtDNA 16S rRNA）を行った。その結果、大崎上島の 2地点は

単系統となり、他種とは遺伝的差異を示した。地点 A の成体については外部形

態（尾の形状，後肢趾型）と産卵様式にセトウチとの類似性が見られたが、卵嚢
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中の卵数はアキとセトウチ何れよりも多い傾向にあった（片卵 70～150）。今回

発見した 2地点の個体群は、DNA分析の結果、アキとは遺伝的に異なっていたこ

とから、大崎上島内において遺伝的に異なる 2集団の存在が示唆された。 

 

（５）西日本におけるアカハライモリの形態と遺伝的差異 

アカハライモリは、環境省のレッドデータにおいて準絶滅危惧種に指定され

ている。また、千葉県と埼玉県では、「最も絶滅が危惧される種」に指定されて

いる。このことから、都市近郊地域では水域環境悪化などの影響を受けているこ

とが懸念される。今後、他地域でも同様の影響が予想され、本種の保全対策が求

められること必至である。そこで本研究では、広島県を中心とした西日本におけ

る本種の形態的・遺伝的差異をもとに、保全を検討する上での知見を得ることを

目的とした。 

兵庫県から長崎県に掛けて西日本の広範囲 50地点で調査を行い、計 148個

体を採捕した。採捕した個体は、体サイズの計測、腹面模様を記録し、雌雄

別、地域別にそれらを比較した。なお、覆面模様は、その特徴から「Type I～

Type V」に分けて判別した。また、ミトコンドリア DNAの Cytｂ遺伝子領域の

塩基配列に基づいて系統解析を行った。全長/尾長、尾長/尾高、全長/後肢の

長さを雌雄別にみると、すべての測定項目で有意差が認められた。このことか

ら、これらの項目は雌雄判別に有効であることが明らかとなった。また、兵庫

県（篠山種族）の個体群と各地域の個体群を比較すると、兵庫県と広島県（瀬

戸内海沿岸域、島嶼域）の個体群で、雌雄ともに全長/尾長に有意差が認めら

れた。さらに、腹面模様においては、標高が高くなるにつれて Type Vの割合

が増加し、標高が低くなるにつれて TypeⅠ，Ⅱの割合が増加する傾向にあるこ

とが示された。一方、DNA 解析の結果から、すべての地点間における遺伝的分

化の程度は小さく、顕著な遺伝的な差異は認められなかった。一方、周防大島

と呉市（野呂山）の個体においては、多少の遺伝的分化がみられ、地理的隔離

の影響が考えられた。 

 

７．今後の研究計画 

 今後も引き続き、瀬戸内海域に特徴的な生態系である干潟や藻場（流れ藻を

含む）に生息する魚介類（トビハゼ、アミメハギなど）、里山の河川に生息す

る魚類（カワムツなど）、ならびに里山の雑木林に生息する両生類（カスミサ

ンショウウオ種群、アカハライモリなど）を対象に、遺伝的集団構造と遺伝的

多様性を明らかにしたい。そして対象生物の保全・管理に関する知見を収集す

ると共に、瀬戸内海域の地史と共に生物史を明らかにしていきたい。 
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研究報告書 

 

１. テーマ名  「③沿岸生態系の持続可能性」 

 

２. 研究課題名 「瀬戸内海沿岸域の藻場生態系における海藻類の種構成および 

       系統地理的解析」 

   

３. 研究者名    生命工学部 海洋生物科学科・山岸幸正 

 

４.研究協力者  海洋生物科学科 4年 江畑大生、鈴木哲平、芹川智祐、西沢琢

登、松原拓也、米田創樹 

 

５. 研究目的 

海藻類は繁茂していわゆる「藻場」を形成し、沿岸の生物多様性の維持に重要

な機能を持つと考えられている。本研究では、瀬戸内海の藻場の状況把握や維持

機構の理解に貢献するために、次の２つの研究を実施した。（１）藻場調査：し

まなみ海域における藻場の現状を把握することを目的とし、因島八重子島およ

び福山市鞆町玉津島を調査地として海岸に生育する海藻の全種類を調べるとと

もに、平成 30 年度以降は因島に調査ラインを設定して海藻種の被度（面積）を

計測し、定量的な状況も調べた。さらに過去の調査データと比較して藻場の経年

変化傾向を示した。（２）アカモクの系統地理的解析：藻場を形成する海藻種内

にどのような地理的系統集団が存在するのかを明らかにすることを目的とし、

藻場や流れ藻の優占種である褐藻アカモクを対象として、しまなみ海域各地か

らアカモク個体を採集し、cox3 ハプロタイプおよびマイクロサテライトにより

集団の遺伝的構成を比較した。 

 

６. 研究成果 

（１）藻場の状況調査 

藻場の海藻全種の調査では、因島八重子島では本研究期間および過去（2005 年

度～2016 年度にかけて）の調査により緑藻 43 種、褐藻 61 種、紅藻 137 種、合

計 241 種の海藻が記録され、福山市鞆町では 2017 年度および過去（2006 年度）

の調査により、緑藻 26 種、褐藻 35 種、紅藻 84 種、合計 145 種の海藻が記録さ

れた。因島は藻場の海藻の種多様性が高いことが示されたが、年度ごとの種数で

は 2009年度の 194種をピークに 2016年度の最小 139種まで減少傾向がみられ、

季節的には夏の減少が顕著であるなど、近年の種多様性の低下が示されている。
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鞆町においても 2006 年度の 129 種から 2017 年度の 114 種に減少していた。 

因島八重子島における海藻の定量調査では、八重子島の調査ライン上に 50 cm

角コドラートを 11 カ所あてて、コドラート内にみられた海藻の種名と被度（面

積、%）を計測する方法で、2018 年および 2019 年の 5 月または 6 月に実施し、

同じ方法で計測した 2008 年 6 月のデータとの比較を行った。その結果（表 1）、

海藻種数はいずれの年もほぼ同じであったのに対して、海藻の量を表す各コド

ラートの被度の合計（被度総和）は 2008 年の 694 に比べて、2018 年（479）と

2019 年（611）は減少したことが明らかとなった。このことは、藻場の状況を評

価するためには、種数だけではなく、被度のような定量的な尺度が必要であるこ

とを示している。 

表 1. 因島の調査ライン上にみられた海藻の種数および各コドラートで計

測された被度(%)の総和. ヒジキとクロメの被度総和を括弧で示した 

 

 

 
図 1. 因島の調査ラインにおける褐藻ヒジキとクロメの被度の経年変化 

 

以下のように緑藻、褐藻、紅藻に着目すると経年変化傾向がさらに明確になる。

緑藻は種数および被度がわずかであり（表 1、2018 年は一時的にエゾミルが繁

2008年 2018年 2019年 2008年 2018年 2019年

全海藻 44 43 43 全海藻 694 479 611

緑藻 6 7 6 緑藻 28 129 26

褐藻 17 12 10 褐藻 376 120 92

(ヒジキ） (195) (53) (15)

（クロメ） (104) (0) (0)

紅藻 21 24 27 紅藻 290 230 493

種数 被度総和
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殖したため被度が高くなった）、藻場への影響は小さい。一方褐藻は、2008年に

は種数および被度が高く、大型で多年生のヒジキ（被度総和 195）やクロメ（被

度総和 104）の密な群落がみられ（表 1、図 1）、藻場形成において重要なグルー

プといえる。しかし、褐藻は最近 2 年間で種数および被度とも顕著に減少して

おり、ヒジキの被度は大きく減少し、クロメは八重子島から消失してしまってお

り（表 1、図 1）、褐藻の減少が著しいことが明らかとなった。紅藻は褐藻とは異

なり、2008 年に対して近年は種数が増加し、被度は 2018 に減少したが 2019 年

に著しく増加し（表 1）、年による変動が大きかった。紅藻の増加の要因として

は、上部を覆っていたヒジキやクロメの減少に伴い下草となっていた小型の紅

藻が多く計測されたことや、2019 年には例年よりやや高く推移した春の海水温

などの環境要因で多くの紅藻種の生育が良かったことが考えられる。藻場を保

全する上では、大型で長期間安定した群落を作る褐藻と、年による変動が大きい

が種数が多く下草として広い範囲を占める紅藻の生育を保つ必要があるだろう。 

 

（２）アカモクの系統地理的解析 

しまなみ島嶼部の 15 カ所、本州の 1 カ所、四国の 2 カ所からアカモク個体を

採集して解析に用いた。cox3 解析の結果、本海域から瀬戸内海既知のハプロタ

イプ 1、13、18 がみられたほか、新規のハプロタイプが 3 つ見つかった（図 2）。 

 

図 2. しまなみ海域周辺のアカモクの cox3 ハプロタイプの分布 
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各地点では優占するハプロタイプの種類に違いがみられた。ハプロタイプ 18

は因島（八重子島を除く）、生名島、岩城島、生口島、高根島、大三島（宗方を

除く）、大島など、多くの地域で優占し、本海域の主要なタイプであると考えら

れる。一方ハプロタイプ 13 は因島八重子島、大三島宗方の限定的な集団で優占

していた。同じ因島の中の八重子島とそれ以外の地点、そして同じ大三島の中の

宗方とそれ以外の地点で優占するハプロタイプが明瞭に異なることは、これら

の集団間で遺伝子の交流が制限されていることが考えられる。cox3 は母系遺伝

するミトコンドリア遺伝子であることから、アカモクでは少なくとも母親由来

の遺伝子における交流に制限があると考えられる。この理由として、アカモクの

雌が作る卵は大形で遊泳性がないことから遠くに分散する能力が低く、短い距

離の川や砂地などでも卵が越えられない障壁になっているのかもしれない。一

方、しまなみ南部付近では、四国松山に多くみられるハプロタイプ 1 が今治、大

島、大三島宗方、伯方島などに点在していることから、海峡を越えて長距離の遺

伝子の分散が生じていることが示唆される。このような分散は、流れ藻となった

アカモクによりもたらされた可能性が考えられる。本研究の結果、アカモクは小

さな繁殖集団を形成しうることが示され、保全単位の設定には距離的な基準で

はなく、分子マーカーによる遺伝的な違いの確認が必要となる。 

cox3 より多型性が高く詳細な地理的解析が期待されるマイクロサテライト解

析では、Kubo et al. (2017; J. Appl. Phycol.) の開発した領域について多型が認

められ、かつアリル判別が容易な領域の選定と最適な実験条件設定を検討した。

その結果、適切な実験条件下で少なくとも ACA09、ACA 18、ACA 26 の領域が

有効であることがわかり、各地のアカモクのアリルの決定を進めている。 

 

７. 今後の研究計画 

因島八重子島はしまなみ海域の藻場のモデル地点として今後も海藻の構成種

および量についてモニタリングを継続していきたい。本研究で設定した 5～6

月にヒジキおよび多くの紅藻が生育する藻場の調査に加えて、2～4 月頃に大規

模に発達するアカモクなどの褐藻ホンダワラ類の藻場についても、ドローンに

よる空撮などを利用して面積や個体数などを記録することを試みたい。 

 しまなみ海域周辺のアカモクの系統解析により、距離が近い地点間でも遺伝

的交流が起こりにくい場合がある一方、流れ藻が関与するなどで長距離の遺伝

子の移動が起こる場合もあることが示唆されたことは興味深い。今後さらにア

カモクの繁殖集団の範囲の解析や、流れ藻の解析により流れ藻による分散の可

能性についても明らかにしたい。また、藻場を構成する種のうち、1 年生のア

カモクとは異なる多年生のヒジキなどがどのような集団を形成しているのかに

ついても調べていきたい。 
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研究報告書 

 

１. テーマ名 「③沿岸生態系の持続可能性」 

 

２. 研究課題名 「衛星画像藻場分布」 

 

３. 研究者名 工学部 スマートシステム学科・関田隆一 

 

４. 研究協力者 工学研究科 電子・電気工学専攻１年 勝部雄介 

 

５. 研究目的と計画 

私立大学研究ブランディング事業課題では、しまなみ沿岸生態系を持続可能

とすることを一つの目的としており、里海の豊かさを、持続可能性を伴って維持

するには、海の状態やその植生を表すパラメータについて季節や経年変化を計

測することが不可欠となる。本研究は地球観測衛星によるリモートセンシング

データから瀬戸内海の藻場の分布状況を精度付きで観測し、里海の豊さとその

経時変化を定量的に把握するものである。 

目的を達成するための 2017 年度からの研究計画は以下の流れである。 

 

① リモートセンシングと沿岸観測の現状を知る（2017、2018 上期） 

② 地球観測衛星データから藻場を識別する解析技法の研究（2018～） 

③ リモートセンシングの位置付けと対象衛星の研究（2018､2019） 

④ 地球観測衛星データ収集、解析及び現地観測による検証（2018～） 

⑤ 藻場増減要因の研究とモデル化に向けた考察（2019～） 

⑥ 藻場の持続的発展に向けた陸域の活動と藻場増減モデル化（2020～） 

 

後述するが、開始から 2 年間で藻場解析技法を構築したが、精度が 60%と低

いことが課題として 2019 年度に残った。上記④～⑥の実行として、以下 3 項目

を 2019 年度から行う研究目標とし、特に 2019 年度はⅢを達成するために必要

なⅠとⅡを実行することとした。 

 

I. 地球観測衛星データから藻場を識別する解析精度の向上 

II. 藻場増減に影響を及ぼす主要なパラメータの特定 

III. 陸域の活動及び自然環境による藻場増減モデル化 
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６. 研究成果 

（１）研究計画①と③の成果 

海洋リモートセンシング研究は、グローバルな気象変動を解明する大気と水

の循環が主であり、一地域に絞って沿岸域のデータ解析を行う研究は少ない。海

洋観測に比べて沿岸域観測に困難が加わる点は以下の 2 点である。 

✓ 複雑な地形の沿岸域を解析するため「高解像度の画像」が必要 

✓ 川からの土砂による影響を知るため「高い波長の分解能画像」が必要 

現在、沿岸域観測に適した地球観測衛星がなく、陸域用地球観測衛星のデー

タを使わざるを得ない。その中で広島上空の周回頻度が高く、データを無料で得

られるアメリカの Landsat-8 と欧州の Sentinel-2 を選定した。2018 年度は

Landsat-8 データ（30m 画素）が画像補正済という理由で使用したが、2019 年

2 月以降、消散係数比を算出できず、この課題を解決できない。そこで後述する

相対大気補正により Sentinel-2 衛星データ（10m 画素）も活用可能となったこ

とと、解析上の技術課題がないこと、毎月 1 回程度は晴天の因島周辺データを

得られることから、現在は Sentinel-2 を使っている。 

 

（２）研究計画②の成果 

本研究では広島大学の研究成果を基に、Bottom Index（BI）による藻場分布

解析技法について MATLAB 上でアルゴリズムを構築した。BI は Lyzenga が提

案した技法で、異なる 2 バンド（青と緑）の画像を比演算し、両バンド画像の間

で反射率が異なる藻類を抽出するもので、その原理を図１に示す。 

図１ 地球観測衛星センサーが検出する放射輝度による藻場識別の原理 

 

（３）2019 年度の研究成果 

５の目標Ⅰとして、2018 年度までの藻場解析精度 60%を環境省の解析精度

71%を越えるまで向上させることとした。以下 3 項目に取り組んだ。 
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(1) 大気補正 

2018 年度は、デジタル画像で最も暗く写る画素を引く簡易な大気補正法（暗

画素法）であった。これに時間的に不変と仮定できる海表面の反射率が、異なっ

た大気下において線形となる理論に基づいて相対的に大気の影響を除去する相

対大気補正法を追加で適用した。 

(2) 海中補正 

a. 重要パラメータである消散係数比の算出が衛星データ撮像日によりばらつ

く。そこで消散係数比算出の基本に戻り、目視で一様な砂地を確認できる箇

所を選び、その中で生口島北 島の駅「しまなみ」前においてばらつきが小

さくなると判明し、消散係数比を再解析している。 

b. 先行研究成果から「塩分が低く濁り度が高い海域は、藻の生育度が低く、地

球観測衛星で識別が困難」という仮説を立てた。仮説立証の一環で、地球観

測衛星データの赤バンドと青バンドの反射率比で塩分を、赤バンドの反射率

で濁り度を推定することとした。この推定精度は、現地観測及び広島県水産

海洋技術センターのデータで検証中である。 

(3) Lyzenga の式の修正 

上記②-b を反映して、塩分 32.5‰以下、濁り度 1.5FTU 以上の沿岸域で BI の

閾値を下げれば、これまで識別できなかった藻場を識別できる。この塩分と濁り

度の閾値とアルゴリズムへの反映は研究中である。 

 

表１に地球観測衛星データの取得状況と現地観測データ取得状況をまとめる。

Sentinel-2 データとして図２－１に 2019 年 12 月 25 日、図２－２に 2020 年 2

月 18 日撮像データによる藻場識別解析結果、図２－３に同 2 月 18 日撮像デー

タによる塩分推定、図２－４に濁り度推定の結果を示す。 

現在、前述した相対大気補正の追加で、藻場識別解析精度は 66%まで向上し

ている。図２－１と図２－２により藻場の季節変化が良くわかる。現状、図２－

１に示す①、⑤、⑩、⑫は藻場があるのに識別できない。また図２－３と図２－

４は考察中であるが、前述の仮説を実証し切れていない。塩分と濁り度の推定を

詳細化して、前述 4 点の藻場を識別し、解析精度を 80%まで向上したい。 

 

７. 今後の研究計画 

2020 年度の研究は以下のとおりで、前述した研究目標 I~Ⅲを達成する。 

① 塩分・濁り度の推定を確立し、藻場生育度との相関を分析（研究目標Ⅱ） 

② 塩分と濁り度を反映する Lyzenga の式による独自の解析アルゴリズムを確

 立し、藻場識別精度 71%以上を達成（研究目標Ⅰ） 

③ 陸域の活動（因島の一大産業である造船会社の活動をメインとする）と藻場
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 生育の相関を分析し、藻場増減をモデル化（研究目標Ⅲ） 

この①と②により、地球観測衛星データによる藻場識別の独自解析技法をア

メリカ航空宇宙学会へ学術論文投稿し、更に全成果をアメリカ航空宇宙学会の

Science and Technology Forum and Exposition2021 で発表する。 

 

表１ 藻場識別データ取得状況 

 

図２－１ 藻場識別結果(2019年 12月 25日)  図２－２ 藻場識別結果(2020年 2月 18日) 

 

図２－３ 塩分推定結果(2019年 12月 25日)   図２－４ 濁り度推定結果(2020年 2月 18日) 
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研究報告書 

 

１. テーマ名 「③沿岸生態系の持続可能性」 

 

２. 研究課題名 「環境 DNA に基づく森海連環分析」 

   

３. 研究者名 生命工学部 生物工学科・佐藤淳 

 

４. 研究協力者 生物工学科 4 年 大月優弥、高橋司、横山隼也、吉本孝 

 

５. 研究目的 

本研究では生物多様性が豊かなしまなみ沿岸生態系を維持するためにはどの

ような陸域側の自然環境が求められるのかを解明することを目的とした。第一

に、島嶼森林生態系を解明するため、糞を対象に次世代シークエンサーを用いた

DNA メタバーコーディング分析を行い、野ネズミを中心とした食物網の解明を

目指した。同時に、イルミナ社の次世代シークエンサーMiSeq の利用に関わる

実験手技とバイオインフォマティクスの確立を試みた。第二の目標として、因島

椋浦町に焦点を当てて、森の野ネズミの食性分析、陸域から海域に流れ出る水サ

ンプルの環境 DNA 分析、そして沿岸域に生息する魚類の食性分析を通して、森

と海の生態系の連環を探った。 

 

６. 研究成果 

H29 年度には、北海道の雨龍研究林に同所的に生息するアカネズミ

（Apodemus speciosus）とヒメネズミ（Apodemus argenteus）という 2 種類

の野ネズミの糞を対象として、DNA メタバーコーディング法で食性を分析した。

その結果、季節を通して 2 種が採餌植物について食い分けを行っていることが

明らかとなった（Sato et al., 2018）。つまり、アカネズミはブナ科の植物（おそ

らくはドングリ）を独占し、ヒメネズミはそれを避けるように多様な植物を利用

していることが明らかとなった（図 1）。このようなニッチ分割が 2 種の共存を

支えるメカニズムであると考えられる。本研究は、次世代シークエンサーを用い

てアカネズミ属 2 種の食性を分析した初めての研究であり、野ネズミの食性分

析手法（サンプリング、DNA 抽出、次世代シークエンス分析、バイオインフォ

マティクス）を確立すると共に、多くの問題点を指摘した。手法の詳細と問題点

については、H31-R1 年度に佐藤（2019）で報告した。 
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 H30 年度には、瀬戸内海

島嶼に生息するアカネズミ

を対象として同様の食性分

析を行った（Sato et al., 

2019）。この研究では植物

だけではなく、無脊椎動物

の食性についても評価を行

った。分析の結果、植物食

性については、北海道のア

カネズミと同様にブナ科の

植物を高頻度で採餌してい

ることが明らかとなり、そ

れと同時にバラ科（クサイ

チゴ）などの北海道では見

られなかった食性も観察さ

れた（図 2 上段）。アカネズ

ミには秋にドングリを土の

中や葉の下側に隠してため込み、それを利用することで冬を越す習性がある。北

海道と瀬戸内の両地域において高頻度で検出されたブナ科の植物（ドングリ）は

種として生きるために必要な採餌品目であることが示唆される。一方で、バラ科

に見られるように、地域ごと

に柔軟に食性の幅を広げて

いるようである。さらに無脊

椎動物食性については、ヤガ

科の蛾を高頻度で採餌して

いることが明らかとなった

（図 2 下段；ノミバエは体長

数 mm のハエで、糞を好む

ことから採餌品目とはみな

さなかった）。ヤガ科の中に

は果実吸蛾類に分類される

蛾が含まれている。果樹園の

多い瀬戸内海島嶼において

アカネズミが果実吸蛾類を

食べるということは本種に

果樹園被害抑制効果がある
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ことを示唆する。本研究成果も H31-R1 年度に佐藤（2019）で紹介した。 

さらに、次世代シークエンサーをより一層、哺乳類学の分野に浸透させること

を目的として、次世代シークエンサーを活用した哺乳類のゲノム系統学、集団ゲ

ノミクス、環境 DNA、そして上述の食性分析の原理と研究事例を紹介した（佐

藤&木下,2020）。 

H31-R1 年度に新たに森海連環を解明するための調査を行った。検証した仮説

は「ドングリをつける落葉樹の葉が落ちることで腐植土が形成され、それが雨で

沿岸域まで流れ水辺の魚を育てる重要な栄養分となる」である。まず、因島椋浦

町に焦点を当てて、山側の森林におけるアカネズミの食性を上記と同様に分析

したところ、本

種がドングリ

を作るアベマ

キ（ブナ科）に

依存すること

が明らかとな

った（図 3）。 

これまでの研究成果を踏まえると、アカネズミは、いずれの地域でもドングリ

を作るブナ科の植物に依存していると言える。秋に貯めたドングリはそのすべ

てが食べられるわけではなく、一部は芽生えて次世代のブナ科の木に生育する。

つまり、アカネズミはドングリの分散を介し

て森林生態系の持続可能性に関与していると

言うことができる。一方で、椋浦町で栽培し

ているミカンを数個体のアカネズミが採餌し

ており、アカネズミには果樹園被害をもたら

す側面もあることが示唆された（図 3）。 

落葉樹であるアベマキの痕跡が沿岸域まで

流れているかを検証するために、沿岸域から

水サンプルを採取して環境 DNA 分析を行っ

た（6～7 月）。アカネズミの植物食性分析で

用いた分子マーカーを採用した。その結果、

アベマキが検出植物の上位に出現した（図

4）。このことは、陸域側からアベマキの何ら

かの痕跡が沿岸域まで流れていることを示唆

する。陸域側から流れ出る栄養分が植物及び

動物プランクトンなどの繁殖を促進し、海の

生態系を下支えしているものと推測する。 
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環境DNA分析では植物と同時に魚類の検出も行

った。その結果、しまなみ沿岸域でよく見られる魚

種が検出された（図 5）。その中で、トラフグ属の

クサフグ（Takifugu niphobles）とシロギス属のシ

ロギス（Sillago japonica）を、因島大橋記念公園付

近で、砂浜からの投げ釣り及び船釣りで採集し、そ

の胃内容物の DNA メタバーコーディング分析を

通して食性を調査した。その結果、クサフグ、シロ

ギス共に端脚類（主にドロクダムシ）などの動物プ

ランクトンに依存していることが明らかとなった

（図 6、7）。これらの動物プランクトンの個体群動

態が陸域からの栄養分に依存していると推測して

いる。 

 

７. 今後の研究計画 

 以上、森林生態系における野ネズミの働きは、しまなみ沿岸生態系における

生物多様性に大きな影響を与えることが示唆された。たとえば、ミカン畑に若

干の害をもたらすアカネズミを駆除するとどのような影響が予想されるだろう

か？ごく単純に考えると、「森が持続せず、栄養分が海に流れ込まず、海の生

態系は崩壊する」。今後は、季節による環境 DNA の量的変動や植物プランクト

ンの動態を調査することで、この森海連環仮説をさらに検証しなければならな

い。本研究では、同時に次世代シークエンサーによる DNA メタバーコーディ

ング法（環境 DNA や食性分析）を確立し、学内の利用者で実験やバイオイン

フォマティクスの手順を共有した。しかしながら、バーコーディングマーカー

の妥当性など検討すべき問題点は多い。今後の研究では、調査地の対象生物に

適切な新規マーカーの開発を行っていきたい。 



75 

実績 

Ａ．研究発表 

１． 論文 ※審査のあるもの 18 編 

 

有瀧真人 

1）アカアマダイ人工種苗に発現する形態異常 

豊村晃丞、水田篤、松浦光宏、中西健二、有瀧真人 

水産増殖 65 (2):117-124（2017 年 6 月） 

内容：アカアマダイ人工種苗に発現する形態の類別化、および骨格の詳細観

察を行った。形態異常は体幹部の変形、鰓蓋の欠損、頭部の陥没、口部の異

常、鼻孔隔皮の欠損の 5 タイプに区分できた。鰓蓋の欠損、頭部の陥没およ

び口部の異常は併発する個体が多く見られ、かつ左右体側のどちらかに偏っ

て発現する傾向が強かった。さらに、上記異常発現の左右性は頭部の傾きの

左右性と強い関連性があった。一方、体幹部の変形を起こしていた個体は、

全て鰾が未開鰾であった。このことから、本種における鰓蓋の欠損、頭部の

陥没および口部の異常は頭部の傾き、体幹部の変形は鰾形成の不全と、それ

ぞれ異なる原因により発現していると考えられた。 

 

池岡宏 

1) Development of simulator for efficient aquaculture of Sillago japonica using 

reinforcement learning 

Haruki Kuroki，Hiroshi Ikeoka，Koichi Isawa 

Proceeding of International Conference on Image Processing and Robotics 

(ICIPRob), 4 pages (Best student paper award). (2020 年 3 月) 

内容：シロギス養殖のための自発給餌システムを構築するために，給餌器制

御用 AI の基礎学習を目的としたシミュレータを開発した．加えて，その可

用性について検証を行った．なお，画像認識用 AI と給餌器制御用 AI を分

離・開発することで，本 AI はシロギスの位置やサイズといった少ない入力

値で学習が可能となり，シミュレータ上の学習結果をそのまま実環境で利用

できることが大きな特徴となっている． 

 

北口博隆 

1) Draft genome sequence of Pseudoalteromonas sp. strain A25, a 

bacterium with algicidal activity against diatoms. 

Kitagauchi H, Masu N, Fujii K, and Mitsutani A 
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Microbiology Resource Announcement 8:e01254-19 (2019-11) 

内容：珪藻殺藻細菌 Pseudoalteromonas sp. A25 株の全ゲノム解析を行っ

た。2 つのコンティグからなる 4,737,839 bp の塩基配列が得られ、その

GC 含量は 42.1%であり、アノテーションの結果 3,961 のコーディング配

列, 28 の rRNA 遺伝子,89 の tRNA 遺伝子が確認された。 

 

倉掛昌裕 

1) Enzymatic properties of alginate lyase from Paenibacillus sp. S29. 

Masahiro Kurakake, Yuhei Kitagawa, Atsushi Okazaki, Kazuyuki 

Shimizu 

Applied Biochemistry and Biotechnology, 183: 1455-1464 (2017) 

内容：土壌からの分離した Paenibacillus sp. S29 株アルギン酸リアーゼ

は、分子量は 32 kDa で、最適 pH は 8.7 付近、安定 pH は 5.6～8.8 であっ

た。最適温度は 50℃付近で、40℃以下で安定であった。アルギン酸の poly 

G および poly M に作用し、特に poly M に対する分解性が高かった。アル

ギン酸に作用させたところ、261mg の還元糖が生成し、その主生成糖の単

糖（DP１）の他に 2 - 6 糖（DP2‐6）のオリゴ糖も検出された。 

2) Characteristics of an β-N-acetylhexosaminidase from Bacillus sp. CH11, 

including its transglycosylation activity. 

Masahiro Kurakake, Yukari Amai, Mizuki Konishi, Kaho Ikehira 

Journal of Food Science, 83: 08-1214 (2018) 

内容： Bacillus sp. CH11 株 N-アセチルヘキソサミニダーゼの最適 pH は

7 付近で、安定 pH は 6～8、最適温度は 40℃付近で、安定温度は 40℃以下

であった。ジアセチルキトビオースを基質とし糖転移性を有し、特に両末

端に水酸基をもつ 2 価アルコール類に対し、炭素数 5 のペンタンジオール

まで高い糖転移性を示した。またグリセリン、エリスリトール、キシリト

ールに糖転移性が認められ、キシリトールへの転移糖は 1-O-β-N-アセチル

グルコサミニルキシリトールであった。 

 

阪本憲司 

1) 瀬戸内海中央海域におけるカサゴの遺伝的集団構造 

阪本憲司・田中久典 

福山大学内海生物資源研究所報告 30: 1–6 (2020 年 2 月) 

内容：瀬戸内海中央海域の芸予諸島を中心に、ミトコンドリア DNA の D-

loop 領域に基づいた本種の遺伝的集団構造を分析した。ハプロタイプ多様

度は h=0.9661 となり、遺伝的多様性の高さが窺えた。また、F st 検定の結
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果、遺伝的分化の程度は小さく、今回調査を行った芸予諸島海域において

は１つの集団であることが示唆された。 

2) 環境 DNA分析による広島県因島の藻場の魚類相 

阪本憲司 

日本生物地理学会会報 74: 3-7 (2019 年 12 月) 

内容：瀬戸内海・因島周辺のアマモ場およびガラモ場における魚類相を、

環境 DNA 分析によって調べた。その結果、アマモ場の大浜海岸およびガ

ラモ場の重井海岸において、8 月ではそれぞれ 5 目 10 科 12 種および 3 目

8 科 9 種が検出された。また、11 月ではそれぞれ 4 目 12 科 15 種および 4

目 11 科 16 種が検出された。8 月と 11 月に検出された魚種に違いが見ら

れ、季節に伴う魚類相の変化を検出できた。 

3) 異なる塩分下におけるメバル類の高温耐性 

阪本憲司・品川良樹 

福山大学内海生物資源研究所報告 29: 7–11 (2019 年 2 月) 

内容：アカメバル S. inermis 、クロメバル S. ventricosus およびシロ

メバル S. cheni の 3種について、異なる塩分下における高温耐性の種間

差の有無を調べた。その結果、各塩分下における高温耐性に、種間差は認

められなかった。このことから、メバル類の種苗生産や養殖、活魚輸送な

どの際に、取り留めて種による高温耐性の差異を考慮する必要が無いこと

が明らかとなった。 

4) 潮間帯に生息するハゼ類の高温および低温耐性 

阪本憲司・宮崎恭平 

日本生物地理学会会報 (72): 124-128 (2018 年 2 月) 

内容：潮間帯に生息しているハゼ類（アカオビシマハゼ，アゴハゼ，ヒメ

ハゼおよびトビハゼ）の，高温および低温耐性を調べた。高温耐性実験で

は，トビハゼが実験終了時まで全ての個体が生存し，他のハゼ類よりも比

較的高い高温耐性が認められた。また、低温耐性実験では，アゴハゼとト

ビハゼが実験終了時まで全ての個体が生存し，比較的高い低温耐性が認め

られた。本結果から，供試したハゼ類 4種の温度耐性に明確な種間差が認

められた。 

 

佐藤淳 

1) Dietary niche partitioning between sympatric wood mouse species   

(Muridae: Apodemus) revealed by DNA meta-barcoding analysis.  

Sato JJ, Shimada T, Kyogoku D, Komura T, Uemura S, Saitoh T, and 

Isagi Y 
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Journal of Mammalogy 99 (4): 952–964. (2018 年 6 月) 

内容：次世代シークエンサーを用いた DNA メタバーコーディング法によ

り、北海道に同所的に生息するアカネズミとヒメネズミの食性を調査し、

両種の異なる植物食性が明らかとなり、ニッチ分割が同所性を可能にして

いることを明らかにした。本研究は、日本の野ネズミを対象に、糞 3 粒か

ら食性を明らかにした点で画期的である。 

2) Potentials and pitfalls of the DNA metabarcoding analyses for the 

dietary study of the large Japanese wood mouse Apodemus speciosus on 

Seto Inland Sea islands 

Sato JJ, Kyogoku D, Komura T, Inamori C, Maeda K, Yamaguchi Y, and 

Isagi Y 

Mammal Study 44(4): 221-231. (2019 年 10 月) 

内容：瀬戸内海島嶼のアカネズミを対象に次世代シークエンサーを用いた

DNA メタバーコーディングによる食性分析を行い、上記、Sato et al. 

(2018)と同様にブナ科の植物がアカネズミの基本的な食物であることが明ら

かになったことに加え、本温帯域ではバラ科の植物も多く餌とされている

ことが明らかとなった。また、果実吸蛾類を多く含むヤガ科の蛾が動物食

として多く検出され、果樹園の多い瀬戸内海島嶼における農業被害抑制機

能が示唆された。さらに、本論文では、未だ発展途上の DNA メタバーコー

ディング法による分析の注意点を議論した。 

3) 次世代シークエンス時代の哺乳類学～初学者への誘い～ 

佐藤淳、木下豪太 

哺乳類科学（2020 年 印刷中） 

内容：次世代シークエンサーを活用したゲノム系統学、集団ゲノミクス、

環境 DNA、食性分析の手法の原理と哺乳類を対象とした事例研究を解説し

た。 

 

山岸幸正 

1) Neochondria gen. nov. (Rhodomelaceae, Rhodophyta), a segregate of Chondria, 

including N. ammophila sp. nov. and N. nidifica comb. nov.  

Sutti, S., Tani, M., Yamagishi, Y., Abe, T., Miller, K. A. and Kogame, K. 

Phycologia 57: 262-272. (2018 年 3 月) 

内容：しまなみ海域の藻場にも生育する紅藻ホソヤナギノリは、これまで

ヤナギノリ属 Chondria に所属する C. tenuissima とされていたが、本研

究において因島および福山を含む日本各地の標本の分子系統解析および形

態観察により分類を再検討した結果、本種はヤナギノリ属とは系統的に異
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なる新属 Neochondria 属であるとし、新種 N. ammophila として発表し

た。 

 

渡辺伸一 

1) 飼育下におけるクロダイの遊泳深度および活動量の日周変化 

津行篤士，渡辺伸一 

福山大学内海生物資源研究所報告 28: 1-7 (2018) 

内容：福山大学附属水族館（マリンバイオセンター）の大水槽で深度・加

速度センサー内蔵の超音波発信器を用いて、クロダイの行動計測を行っ

た。一般化線形モデルを用いて遊泳深度と活動量の周期性について分析し

た結果、実験魚の行動には明確な日周性が見られた。以上の手法は、飼育

下の魚類の行動計測を行う上で有効なだけでなく、野外における生態解明

を目的とした研究においても応用が期待される。 

2) 小型電気伝導度ロガーを用いた汽水域における広塩性魚の経験塩分の測定 

渡辺伸一, 松井健介, 木原涼 

比較生理生化学 36：64-71 (2019) 

内容：近年開発された小型の電気伝導度ロガーを河川下流域の魚類（クロ

ダイ）に装着して、魚類が経験する塩分を記録する手法について紹介し

た。上記の手法は、劇的に変動する汽水域の塩分環境を時間空間的に高精

度で計測する手法として期待される。 

3) Niche partitioning of sympatric penguins by leapfrog foraging appears to be 

resilient to climate change. 

 Clewlow HL, Takahashi A, Watanabe S, Votier SC, Downie R, Ratcliffe N. Journal 

of Animal Ecology 88: 223-235 (2019) 

 内容：南極半島に生息するペンギン類（アデリーペンギンとヒゲペンギ

ン）に GPS データロガーを装着し、各種の採餌海域の重複から種間競争と

ニッチ分割について調査した。その結果、時間的に採餌海域を分けること

で両種が競争を回避していることが明らかになり、気候変動の影響により

種間競争が激化し、両種の個体数が減少することが示唆された。本研究

は、これまで定量的な調査が不十分だった南極海のペンギン類から GPS デ

ータロガーを用いることで定量的な情報を収集し、気象変動の影響につい

て考察した点において画期的である。 

4) 生物情報収集アプリ（バイオーム：Biome）を用いた瀬戸内海中央部因島

大浜海岸における沿岸動物リストの作成 

渡辺伸一 

福山大学内海生物資源研究所報告 30：7-18 (2020) 
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内容：人工知能（AI）を用いた生物種判定および生物情報のデータベース

化を行うスマートフォン・アプリを学生実験で使用し、沿岸生物の生物情

報を効率よく収集する手法について紹介した。上記の手法は、効果的に生

物情報が得られ、将来的に沿岸域の生物多様性の保全に貢献することが期

待された。また、上記の実習により、生物分類の基礎及びデータベース化

の意義を理解する上での学習効果が得られた。 

5) 岡山県笠岡市神島干潟に放流したカブトガニ幼生の個体群組成と成長 

渡辺伸一，吉川颯，東川洸二郎，森信敏，惣路紀通 

保全生態学研究（2020 年 投稿中） 

内容：岡山県笠岡市の干潟で絶滅危惧種であるカブトガニ幼生の体サイズ

を計測し、個体群組成と成長率を推定した。また、飼育下で飼育した個体

の成長率と比較した結果、干潟における成長率が高いことが示された。以

上の内容は、干潟の環境評価と効果的な保全対策を講じる上でも有用な知

見となることが期待される。 

 

 

 

２． 報文 ※報告書等審査のないもの 19 報 

 

有瀧真人 

1) テッポウギスの安定生産に向けての現状と課題〜産卵状況〜 

藤川稔晃、末石芳幸、岩佐海斗、有瀧真人 

福山大学生命工学部年報、17: 33-47（2018 年 12 月） 

内容：内容：シロギスの産卵は概ね 18〜22℃の間で開始し、魚体サイズの大

きなものほど早く始まった。環境を操作した早期採卵群では通常群に比べ産

卵開始は 20 日以上早く、本種の産卵は水温によって大きく影響されること

が明らかとなった。一方、産卵の終了はどの親魚群も概ね同様で、日長が 12

時間を下回る秋分の日を過ぎたあたりに集中した。このときの水温は産卵開

始の水温を上回る 23〜24℃であることから、シロギスは短日化によって産

卵が終わると考えられる。 

 

伊澤康一 

1) 水槽環境システム解析モデルの基礎的検討─瀬戸内の里山・里海学に関連

して 

伊澤康一 

福山大学安全安心防災教育研究センター平成２６年度～平成２８年度活動
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報告書 pp.28-33（2017 年 2 月）. 

内容：里山・里海の資源利用と経済循環を目指して水産資源次世代養殖シス

テムの開発に取り組み始めた。本研究では、水槽環境システムを対象にして、

水温分布均一化や無駄のない給餌、速やかな残餌排出等を検討するための基

本となる水温計算・濃度計算・CFD 解析の基本モデルを作成した。今後、よ

り詳細な運用方法や水温等の実測データに基づき、解析モデルの精度を向上

させるとともに、逆解析を活用し、システムの効率化を図る。 

2) シロギス養殖水槽環境システムの水温・照度計算モデルの構築 

漆原啓太 

福山大学工学部建築学科卒業研究梗概集, 第 36 号 pp.9-12（2018 年 3

月）． 

内容： 本研究では、気象データを用いることで光環境と熱環境を推測でき

るシミュレーションモデルを構築することを目的とした。まず、因島にある

水槽環境システムを対象にして、光環境（照度）と熱環境（水温）を検討す

るために基本となる実測データを作成することを試みた。次いで、気象デー

タを用いて、エネルギー収支解析により水温計算モデルの作成をした。最後

に、昼光率と発光効率を用いた照度計算モデルを作成した。 

3) シロギス養殖水槽環境システムのおける水温・照度シミュレーションモデ

ルの構築 

伊澤康一 

2018 年度版福山大学研究成果発表集 p.57（2018 年 6 月）． 

内容：本研究では、モデルベース開発で用いる「水槽環境システムの水温・

照度シミュレーションモデル」の構築を試みた。水槽環境システムは建築環

境システムとアナロジーの関係にあることから、養殖システムに対して建築

環境設備学のアプローチを適用できる。福山大学内海生物資源研究所にある

養殖水槽の水温や室内照度を簡易実測し、実測値に基づいて水槽環境システ

ムをモデル化して水槽水温と水槽水上面照度の簡易予測を可能とした。 

4) シロギス養殖水槽環境システムにおける水温・照度シミュレーションモデ

ルの構築 

伊澤康一 

福山大学安全安心防災教育研究センター平成２９年度活動報告書 pp.42-45

（2018 年 9 月）. 

内容：本開発では、シロギスが減耗せずに餌を良く食べ体長が大きくなる好

条件の養殖水槽環境パラメータを人工知能によって明らかにし、その好条件

をより効率的に達成するためのシステム運用方法をモデルベース開発によ

って明らかにすることを目標としている。本研究では、水槽環境システムの
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水温・照度シミュレーションモデルを構築し、気象データを用いることで熱

環境と光環境の簡易予測を可能とした。 

5) CFD 解析によるグラデーション給餌の検討─瀬戸内里海の次世代養殖シス

テムの開発研究─ 

伊澤康一 

2019 年度版福山大学研究成果発表集 p.54（2019 年 6 月）． 

内容：「質」（体長 25cm 以上のテッポウギス）と「量」（稚魚期減耗解消）の

双方の開発課題を、「自発給餌システム」によって解決することに着目して

いる。本研究では、将来的に、魚の成長に合わせて、餌の粒径を小さいもの

から大きなものへ変更しながら与える「グラデーション給餌」のアイディア

を試行するための準備として、餌の粒径ごとの重力沈降速度や拡散性状を、

数値解析によって検討した。 

6) CFD 解析によるグラデーション給餌の検討─瀬戸内里海の次世代養殖シス

テムの開発研究─ 

伊澤康一 

福山大学安全安心防災教育研究センター平成３０年度活動報告書 pp.31-32

（2019 年 9 月）. 

内容：本開発では、シロギスが餌を良く食べ体長が大きくなる好条件の養殖

水槽環境パラメータを人工知能によって明らかにし、その好条件の環境制御

方法をモデルベース開発によって明らかにすることを目標としている。本研

究では、魚の成長に合わせて餌の粒径を小さいものから大きなものへと変更

しながら与える「グラデーション給餌」のアイディアの予備検討として、餌

の粒径ごとの重力沈降速度や拡散性状を数値解析によって明らかにした。 

 

沖俊任 

1) 藻場における生態観察用 ROV の開発～構造～ 

沖 俊任 

福山大学工学部紀要、第 43 巻、pp.27-32  (2020) 

内容：浅海域の藻場での生態系観察を目的に静的な浮力調整機能と姿勢調整

機能を有する小型の ROV（Remotely Operated Vehicle）を開発している。

本文では、この ROV の構成要素と理論的な能力について報告している。 

2) 藻場における生態観察用 ROV の開発～ROS による制御系と動作検証～ 

沖 俊任 

福山大学工学部紀要、第 43 巻、 99.33-38  (2020) 

内容：浅海域の藻場での生態系観察を目的に静的な浮力調整機能と姿勢調整

機能を有する小型の ROV（Remotely Operated Vehicle）を開発している。
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本文では、この ROV の用い方と手動制御結果について報告している。 

 

佐藤淳 

1) 野ネズミの糞中 DNA の分析から生態系を探る 

佐藤淳 

環境と測定技術 46: 8-16.（2019 年 9 月） 

内容：次世代シークエンサーMiSeq を用いた DNA メタバーコーディング

による野ネズミの食性分析の手法と研究事例を解説した。 

 

田中聡 

1) 瀬戸内海の藻場探査を行う海底カメラの運用に関する研究 

田中 聡、仲嶋 一、伍賀正典 

福山大学工学部紀要、pp15-18 第 43 巻 2020 年 3 月 

内容：藻場のある海底に沈めて海流、水温、水深等を観測する海底カメラ

２号機を開発した。同１号機の運用から得られた知見に基づいて、省電力

化や軽量化とカメラ性能を改善するとともに運用方法について改善した。

本稿では海底カメラ２号機において改善された機能と運用方法について述

べる。 

 

仲嶋一 

1) 藻場観測機用海中音響ビーコン／通信システムの検討 

仲嶋一、松若泰大 

福山大学工学部紀要、43、1-6、2020 年 3 月 

内容：藻場探査機器に搭載し、機器の位置特定や情報通信を音響波で行う

音響ビーコン／通信システムについて、そのコンセプトと基本特性評価結

果を報告した。 

 

水上雅晴 

1) 学芸員養成課程履修生による博学連携教育における ICT 活用プログラム

の構築 

水上雅晴 

平成 29 年度福山大学助成金活用教育研究実践報告書（第 6 集）p2-3（2018

年 4 月） 

内容：平成 29 年 11 月 11、12 日に福山市のリム・ふくやま 7 階のものづく

り交流館で開催された「じばさんフェア 2017」において、研究所と会場を

インターネット回線で中継し、「シロギスについて」と「藻場・干潟につい
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て」の内容で各 15 分間、研究所内のシロギス養殖水槽や水族館のライブ映

像を交えながら来場者に解説する遠隔講座を実施した。アンケートの結果か

ら、ほとんどの参加者が講座内容のしまなみテッポウギスプロジェクトや藻

場・干潟に対して理解や関心を示した反面、「音声が聞き取りにくい」、「内

容が子どもには難しい」など、技術改善や対象者への配慮を求める意見が多

くみられた。また、講座参加後に興味を持った内容には、水族館での飼育体

験や養殖体験など、親子で体験できる参加型の学習プログラムや子ども向け

の環境学習についての意見が多く伺え、ICT を活用した遠隔講座や出前授業

は、フィールドを活用した体験型学習の導入や事前学習として有効であるこ

とが示唆された。 

 

山岸幸正 

1) 福山産養殖ノリの色落ち藻体の形態的特徴 

山岸幸正・藤井啓子・三輪泰彦 

福山大学生命工学部研究年報 16: 31-42.（2018 年 2 月） 

内容：養殖スサビノリ（海苔）の品質低下をもたらす色落ちの特性を明ら

かにするために、福山市田島産養殖ノリの通常のノリと色落ちしたノリの

形態観察を行った。色落ちノリでは色が薄くなるだけではなく、色落ちが

進行するほど葉緑体の直径が小さくなることを示した。 

 

2) 因島および福山の海藻相の 10 年間の変化について 

山岸幸正・三輪泰彦 

福山大学生命工学部研究年報 18: 35-47.（2019 年 12 月） 

内容：因島八重子島では 2005 年度から 2016 年度まで、福山市鞆町玉津島

では 2006 年度および 2017 年度に海藻相調査を行った結果、それぞれ 241

種、145 種、両地点合計 250 種の海藻が生育することを明らかにした。い

ずれの地点においても、海藻種数は近年減少傾向にあり、海藻相が変化し

ていると考えられた。 

 

3) 製鋼スラグを用いた海洋牧場基盤の創造 

田辺和康・三輪泰彦・山岸幸正・祖父江梅夫・笹本博彦 

第 13 回環境地盤工学シンポジウム発表論文集 115-118.（2019 年 9 月） 

内容：藻場を構成する海藻の生育に必要な栄養素として鉄に着目し、鉄鋼

スラグとフルボ酸鉄を基盤に用いて豊かな藻場の再生と創出をはかること

を目的とし、福山市および尾道市の海岸に基盤を設置して、ヒジキ、ワカ

メ、アマモの生育を調べた。 
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渡辺伸一 

1) お知らせ 第 13 回 日本バイオロギング研究会シンポジウム 

渡辺伸一 

バイオロギング研究会会報 129: 5 (2017) 

2) 第 13 回 日本バイオロギング研究会シンポジウム「10 年後のバイオロギン

グ－バイオロギングはどう発展するのか？－」（福山大会） 

渡辺伸一（実行委員長、2017 年 11 月、広島県福山市） 

3) 学会報告 第 13 回 日本バイオロギング研究会シンポジウム 

渡辺伸一 

バイオロギング研究会会報 136: 6-7 (2017) 

 

 

 

３． 学会発表 60 件 

 

有瀧真人 

1) 「しまなみテッポウギスプロジェクト」これまでとこれから 

有瀧真人、藤川稔晃 

平成 29 年度日本水産増殖学会（2017 年 11 月南予） 

2) シロギスの人工種苗生産における課題：形態異常と共喰いについて 

藤川稔晃、隈村僚太、末石芳幸、有瀧真人 

平成 29 年度日本水産学会中国・四国支部例会（2017 年 12 月岡山） 

3) シロギスの産卵状況に影響する環境要因 

藤川稔晃、岩佐海斗、今井俊介、木下大己、有瀧真人 

平成 30 年度日本水産学会春季大会（2018 年 3 月東京） 

4) 養殖でシロギスを瀬戸内の名産に 〜しまなみテッポウギスプロジェクト〜 

有瀧真人 

平成 30 年度第 2 回日本水産学会水産増殖懇話会講演会（2018 年 9 月東広

島） 

5) 大型シロギスの効率的な養殖にむけて（1）〜養殖シロギス大型化への取り組

みと課題〜 

藤川稔晃、大瀧一登、占部侑子、有瀧真人 

平成 30 年度日本水産学会秋季大会（2018 年 9 月東広島） 

6) 大型シロギスの効率的な養殖にむけて（1）〜飼育シロギス仔稚魚の骨格異常

におけるストレス－コルチゾル系関与の可能性〜 
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鶴巻祐介、藤川稔晃、南 卓志、有瀧真人、田川正朋 

平成 30 年度日本水産学会秋季大会（2018 年 9 月東広島） 

7) 大型シロギスの効率的な養殖にむけて（3）～天然シロギスの血中コルチゾル

濃度解析～ 

加瀬俊平、田川正朋、有瀧真人、莚平裕次、征矢野清 

平成 30 年度日本水産学会秋季大会（2018 年 9 月東広島） 

8) 大型シロギスの効率的な養殖にむけて（4）〜しまなみテッポウギスを社会へ

届けるために〜 

大瀧一登、占部侑子、藤川稔晃、有瀧真人 

平成 30 年度日本水産学会秋季大会（2018 年 9 月東広島） 

9) コウライアカシタビラメの発育と変態異常 

有瀧真人、原田樹、山本隼也、坂井美律 

平成 31 年度日本水産学会春季大会（2019 年 3 月東京） 

10) シロギス人工種苗における鰾及び脊椎骨の形成と形態異常 

藤川稔晃、森川 将大、有瀧真人 

平成 31 年度日本水産学会春季大会（2019 年 3 月東京） 

11) 大型シロギスの効率的な養殖にむけて（5）〜シロギスの産卵制御と終了要

因についての検討〜 

藤川稔晃、西原徹、征矢野清、有瀧真人 

令和元年度日本水産学会秋季大会（2019 年 9 月福井） 

12) 大型シロギスの効率的な養殖にむけて（6）～ストレスによるコルチゾルが

短躯症を誘起する可能性～ 

鶴巻佑介、藤川稔晃、南卓志、有瀧真人、宇治督、風藤行紀、田川正朋 

令和元年度日本水産学会秋季大会（2019 年 9 月福井） 

 

池岡宏 

1) 黒木春樹，池岡宏, “人工知能を活用した自発給餌システムによるシロギス

養殖の高効率化および低コスト化に関する検討”, 情報科学技術フォーラム

（FIT）pp.295-296，2019-8. 

 

伊澤康一 

1) 伊澤康一：シロギス養殖水槽環境システムにおける水温・照度の簡易シミュ

レーションモデルの構築, 太陽／風力エネルギー講演論文集（松江）pp.247-

250, 2018 年 11 月. 

2) 伊澤康一・池岡宏：瀬戸内里海の次世代養殖システムの開発研究─ＣＦＤ解

析によるグラデーション給餌の検討─、日本太陽エネルギー学会講演論文集
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（2019）（青森）pp.226-227, 2019 年 10 月. 

 

北口博隆 

1) 殺藻細菌の包括固定化に用いる多糖類ゲルの検討 

北口博隆、永吉昂輝、益七瀬、藤井啓子、満谷淳 

平成 30 年度日本水産学会春季大会（東京）要旨集 p.75 (2018-3) 

 

倉掛昌裕 

1) Bacillus sp.CH11 株Ｎ-アセチルヘキソサミニダーゼの酵素的性質 

倉掛 昌裕、天井 裕可里、小西 瑞希、池平 佳歩  

日本農芸化学会 2017 年度大会（京都）要旨集 p.1600（2017-3-19） 

2) カビ由来アオサ分解酵素の性質について 

倉掛 昌裕，堀井 朝日，三浦 明久 

日本食品科学工学会 第 64 回大会（神奈川）要旨集 p.106（2017-8-29）． 

3) 糖転移作用を有する N-アセチルヘキソサミニダーゼの探索 

天井 裕可里、倉掛 昌裕 

日本農芸化学会 2018 年度大会（名古屋）要旨集 p.831（2018-3-16） 

4) 品質の異なる海苔の機能性について 

中野茉優子，板倉圭佑，倉掛昌裕 

日本食品科学工学会 第 65 回大会（仙台）要旨集、p.112（2018-8-24） 

5) 分離菌 A34 株 N-アセチルヘキソサミニダーゼの糖転移作用 

天井 裕可里、倉掛 昌裕 

日本農芸化学会 2019 年度大会（東京）要旨集 p.590（2019-3-24） 

6) κ-カラギナーゼ生産菌の分離およびその酵素の性質 

倉掛 昌裕、石本 圭亮、山岡 美桜、筒井 莊周、長岡 洋大 

第 71 回（2019 年）日本生物工学会大会（岡山）要旨集 p.279（2019-9-18） 

 

阪本憲司 

1) 瀬戸内海におけるトビハゼの遺伝的集団構造 

阪本憲司・徳永隆史・中野優作・高木基裕 

平成 29 年度 日本魚類学会大会（2017 年 9 月） 

2) シロギスの体サイズが異なる個体の産卵状況の推定 

中根康介・阪本憲司・南卓志 

平成 30 年度 日本水産学会春季大会（2018 年 3 月） 

3) 飼育下におけるメバル類の自然交雑 

阪本憲司・戸田慎平・野口大毅・田中麻衣・南卓志 
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平成 30 年度 日本水産学会春季大会（2018 年 3 月） 

4) 母系解析によるシロギスの産卵期推定法の検討 

中根康介・阪本憲司・南卓志 

平成 31 年度 日本水産学会秋季大会（2018 年 9 月） 

5) カワムツの遺伝的集団構造 

阪本憲司・北村智哉・岡村将吾・池永直人・田中麻衣・野口大毅 

令和元年度 魚類自然史研究会（2019 年 10 月） 

6) 広島県大崎上島の Hynobius 属 

釜坂稜・河野雅也・髙村洸介・副島春菜・大川博志・阪本憲司 

令和元年度 日本爬虫両棲類学会年会（2019 年 11 月） 

 

佐藤淳 

1) 瀬戸内の里山・里海の生態系機能の解明に向けた研究拠点の形成. 

佐藤淳 

第 111 回岡山県医用工学研究会（2017 年 6 月 16 日 岡山） 

2) 環境 DNA を用いたカブトガニの分布調査：岡山県笠岡湾における研究事例 

渡辺卓、渡辺伸一、佐藤淳、東川洸二郎、森信敏、惣路紀通 

日本カブトガニを守る会総会（2017 年 8 月、笠岡） 

3) 野ネズミが摂取するタンニンの由来：DNA メタバーコーディングと糞中プ

ロリン含有率を用いて 

島田卓哉、佐藤淳、齊藤隆、秋元佑香、小野寺緑也 

日本生態学会第 65 回全国大会（2018 年 3 月 札幌、要旨集 I02-05） 

4) DNA メタバーコーディングで探るアカネズミの食性の普遍性と多様性に与

える時空間要因 

佐藤淳、島田卓哉、京極大助、小村健人、植村滋、山口泰典、齊藤隆、井鷺

裕司 

第一回環境 DNA 学会東京大会（2018 年 9 月 29-30 日、東京、要旨集 p.13） 

5) しまなみ沿岸生態系の持続可能性と遺伝学の応用 

佐藤淳 

しまなみと多島海～島嶼研究の 2 国間国際シンポジウム～（2019 年 4 月 20

日、福山、要旨集 p. 8） 

6) アカネズミから森林生態系を探る～DNA メタバーコーディングによる食性

分析～ 

佐藤淳 

日本哺乳類学会 2019 年度大会（2019 年 9 月 18 日、東京、要旨集 p. 70） 

7) 北海道に生息する３種の野ネズミの共存メカニズムの解明 
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渡邊佳奈、齊藤隆、佐藤淳、島田卓哉 

日本哺乳類学会 2019 年度大会（2019 年 9 月 18 日、東京、要旨集 p. 116.

【ポスター優秀賞受賞】） 

8) 瀬戸内海の島々に生息するアカネズミの食性と森と海の生態系の連環を探

る 

佐藤淳、大月優弥、吉本孝 

第二回環境 DNA 学会神戸大会（2019 年 11 月 3-4 日、神戸、要旨集 p.5）． 

9) 野ネズミ 3 種の共存メカニズムの解明：DNA メタバーコーディング法によ

る食性分析 

渡邊佳奈、齊藤隆、佐藤淳、島田卓哉 

2019 年度日本生態学会北海道地区大会（2019 年 11 月 30 日、苫小牧） 

10) 森海連環の解明を目指した環境 DNA 分析 

佐藤淳、大月優弥、吉本孝 

日本生態学会第 67 回全国大会 (2020 年 3 月、名古屋、要旨集 C02-04). 

11) 野ネズミ 3 種の共存メカニズムの解明：DNA メタバーコーディング法によ

る食性分析の視点 

渡邊佳奈、齊藤隆、佐藤淳、島田卓哉（2020） 

日本生態学会第 67 回全国大会 (2020 年 3 月、名古屋、要旨集 P1-PA-036). 

 

関田隆一 

1) Satellite Remote Sensing Data Analysis for Sustainable Growth Model of the 

Seagrass Beds in Seto Inland Sea,  

Yuuske Katsube, Ryuichi Sekita,  

32nd International Symposium on Space Technology and Science 査読付き国際学

会（2019 年 6 月 19 日, 日本航空宇宙学会 福井） 

2) 瀬戸内海の藻場を識別するリモートセンシングデータ解析. 

関田隆一 

電気学会、2019 年度計測研究会（2019 年 7 月 5 日 東京、電気学会研究資料, 

Vol.2019, No.24, pp 13-18） 

3) 瀬戸内海沿岸域の藻場分布状況を知る地球観測衛星データの定量解析 

勝部雄介、関田隆一 

第 27 回瀬戸内海研究フォーラム in 広島（2019 年 9 月 6 日 瀬戸内海環境保

全協会、広島） 

 

田中聡 

1) 海底カメラによる海中観測実験 
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田中 聡、伍賀正典、仲嶋 一 

令和元年度福山大学研究成果発表会,令和元年 6 月 26 日 

2) 海底カメラのための同期性能を向上させたステレオカメラシステム 

田中 聡 

令和元年（第 70 回）電気・情報関連学会中国支部連合大会, R19-22-03-

02,2019 年 10 月 26 日.  

3) CNN を用いた海藻画像の分類に関する研究 

桑田 航平、田中 聡 

第 28 回計測自動制御学会中国支部学術講演会、pp.43-44、2019 年 11 月 

4) 海底カメラにおけるオブジェクト分類に関する研究 

桑田 航平、田中 聡 

2020 年度電子情報通信学会総合大会、D-12-13、2020 年 3 月 

 

水上雅晴 

1) 大学附属水族館を活用した学芸員養成教育と学生が主体となった里山・里海

教育プログラムの実施 

水上雅晴、高田浩二 

平成 31 年度日本水産学会春季大会（東京）要旨集 p.64（2019.3.26-29） 

 

山岸幸正 

1) 広島県東部の海藻相と約 10 年間の変化傾向. 

山岸幸正・田中美希・卜部公伸・向井寛治・三輪泰彦 

日本藻類学会第 42 回大会（2018 年 3 月、仙台、要旨集 p. 79） 

2) 瀬戸内海中央部に生育するアカモク集団の cox3 による地理的解析 

島山岸幸正・下園隼仁・井町拓巳・松岡美希・細谷匠平・寺尾剛史・前田亜

喜良・三輪泰彦 

日本藻類学会第 43 回大会（2019 年 3 月、京都、要旨集 p. 53） 

3) しまなみ海域に生育する褐藻アカモク集団の系統地理的解析 

山岸幸正・松原拓也・西沢琢登・芹川智祐・三輪泰彦 

第 27 回（令和元年度）瀬戸内海研究フォーラム in 広島（2019 年 9 月、広

島、要旨集 p. 4-45） 

4) 瀬戸内海中央部のアカモクの cox3 およびマイクロサテライトによる個体群

解析 

山岸幸正・松原拓也・芹川智祐・西沢琢登・野口大毅・三輪泰彦 

日本藻類学会第 44 回大会（2020 年 3 月、鹿児島、要旨集 p. 41） 
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渡辺伸一 

1) ナルトビエイが撮影した広島県松永湾の魚類相 

石黒直生，廣瀬友明，岩本遼，松井健介，渡辺伸一 

第 13 回日本バイオロギング研究会シンポジウム（ポスター発表、2017 年 8

月、福山市） 

2) ナルトビエイが撮影した広島県松永湾の魚類相と海底環境 

石黒直生，松井健介，岩本遼，渡辺伸一 

平成 30 年度日本水産学会春季大会（口頭発表、2018 年 3 月、東京） 

3) 瀬戸内海のオオミズナギドリの食性と摂餌行動 

大西和斗，松井健介，渡辺伸一 

平成 30 年度日本水産学会春季大会（口頭発表、2018 年 3 月、東京） 

4) Monitoring and conservation of coastal environment from bio-logging data on 

keystone species in the ecosystem of Seto-Inland Sea 

Watanabe S 

The second regional symposium of Sustainability Initiative in the Marginal Seas of 

South and East Asia (SIMSEA) 2018 (2018 年 11 月, Manila, Philippines) 

5) Semilunar periodic alternation of activity rhythms in the tri-spine horseshoe crab 

Tachypleus tridentatus 

Watanabe S 

The 4th International Workshop on the Science and Conservation of Horseshoe Crabs 

(Oral, 2019 年 11 月, Qinzhou & Beihai, China) 

6) カブトガニの活動リズム：概日リズムから概潮汐リズムへの半月周期の交代 

渡辺伸一 

第 15 回日本バイオロギング研究会シンポジウム（口頭発表、2019 年 9 月、

東京） 

7) 汽水域におけるクロダイの経験塩分の測定 

安田皓輝，松井健介，渡辺伸一 

第 15 回日本バイオロギング研究会シンポジウム（口頭発表、2019 年 9 月、

東京） 

8) 広島市太田川放水路におけるクロダイの淡水域利用の日周変化 

安田皓輝，松井健介，渡辺伸一 

令和２年度日本水産学会春季大会（口頭発表、2020 年 3 月、東京） 

9) ナルトビエイの経験塩分から測定した広島県福山市松永湾の塩分環境の変

化 

渡辺伸一，鎌田耕平，小林智貴，工藤慶大，濵口幸岐，安田皓輝，松井健介 

令和２年度日本水産学会春季大会（口頭発表、2020 年 3 月、東京） 
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Ｂ．著書 9 冊 

 

有瀧真人 

1）魚の形は飼育環境で変わる 形態異常はなぜ起こるのか 

有瀧真人、田川正朋、征矢野清 

恒星社厚生閣 東京、PP114（2017 年 6 月）. 

2）「しまなみテッポウギス」の種苗生産と養殖試験 

有瀧真人、大瀧一登、占部侑子、藤川稔晁 

養殖ビジネス、緑書房 東京、P50-54（2019 年 1 月）. 

3）「しまなみテッポウギス」の商品開発と販売 

有瀧真人、大瀧一登、占部侑子、藤川稔晁 

養殖ビジネス、緑書房 東京、P53-56（2019 年 2 月）. 

4）養殖でシロギスを瀬戸内の名産に 〜しまなみテッポウギスプロジェクト〜 

有瀧真人 

月刊海洋、海洋出版株式会社 東京、P292-297（2019 年 6 月）. 

 

阪本憲司 

1) 福島の淡水域における放射能汚染と魚類に及ぼす影響～フナの環境適応能

力に与える放射線被曝の影響～ 

阪本憲司・中嶋正道 

月刊海洋、海洋出版株式会社、東京、p. 67-70（2018 年） 

2) 福島の淡水域における放射能汚染と魚類に及ぼす影響～ギンブナに対する

低線量放射性セシウム長期被曝の影響についての組織学的検証～ 

平井俊朗・小川智史・柴田安司・阪本憲司・原将樹・中嶋正道 

月刊海洋、海洋出版株式会社、東京、p. 53-60（2018 年） 

 

渡辺伸一 

1) カブトガニは一年の半分も冬眠する  

渡辺伸一 

バイオロギングで新発見！動物たちの謎を追え 

（佐藤克文監修、あかね書房、2018 年）． 

2) Activity rhythm of the tri-spine horseshoe crab Tachypleus tridentatus in the Seto 

Inland Sea, western Japan, monitored with acceleration data-loggers 

Watanabe S, Oyamada S, Mizuta K, Azumakawa K, Morinobu S, Souji S 

Biology and Conservation of Horseshoe crabs (Springer, 2021 年出版予定) 

3) Genetic structure of the tri-spine horseshoe crab in Seto Inland Sea, Japan: Is the 
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current population at Kasaoka, the eastern part, native or re-established? 

Watanabe S, Sato JJ, Kawazu K, Horinouchi E, Nishida S, Azumakawa K, 

Morinobu S, Souji S 

Biology and Conservation of Horseshoe crabs (Springer, 2021 年出版予定)  

 

 

 

Ｃ．獲得した研究費（外部資金）  

 

有瀧真人 

1) 受託研究（株式会社 アペックスインターナショナル）：大型シロギス養殖に

関わる実証性の検討、有瀧真人、2018、2019 年 25 万円 

2) 受託研究（株式会社 クラハシ）：沖縄県伊平屋島養殖施設におけるシロギス

養殖の検証、有瀧真人、2019 年 50 万円 

 

池岡宏 

1) 一般財団法人昭特科学振興財団，50 万円，黒木，池岡，伊澤，有瀧，藤川，

2019 年 10 月～2020 年 3 月 

 

北口博隆 

1) 科研費 挑戦的萌芽研究「海洋細菌の活性を利用したアポトーシスの誘導に

よるノリ色落ち原因珪藻の防除技術開発」（課題番号 16K12625）平成 26 年

度～28 年度（研究分担者） 

2) 公益財団法人サタケ技術振興財団研究助成金 平成 31 年/令和元年度（研究

代表者） 

 

阪本憲司 

1) 共同研究費（株式会社 日本総合科学）環境 DNA 分析による藻場魚類相調査

の実証実験および藻場における DNA 抽出・検出技術の開発（2018 年、300

千円） 

2) 共同研究費（株式会社 日本総合科学）環境 DNA 分析による藻場魚類相調査

の実証実験および藻場における DNA 抽出・検出技術の開発（2019 年、200

千円） 

 

佐藤淳 

1) H30-R3 年度 文部科学省 科学研究費補助金 基盤研究（C）（H30 年度 1,100
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千円、H31-R1 年度 1,200 千円、R2 年度 600 千円、R3 年度 500 千円）．ア

カネズミゲノム情報から瀬戸内海の古代河川が残した足跡をたどる（研究代

表者 佐藤淳）． 

2) H30年度 受託研究 一般社団法人 アニマルパスウェイと友の会（310千円）．

富士山スバルラインが野生齧歯類の遺伝的多様性に与える影響の解明（研究

代表者 佐藤淳）． 

3) H31-R3 年度 文部科学省 科学研究費補助金 基盤研究（B）（H31-R1 年度

2,500 千円、R2 年度未定、R3 年度未定）．堅果の豊凶と野ネズミの個体数変

動パターン：食性解析に基づく栄養学的アプローチ（研究分担者 佐藤淳、研

究代表者 森林総合研究所 島田卓哉） 

 

渡辺伸一 

1) 科学研究費補助金（若手研究 B）ナルトビエイの行動計測による二枚貝類等

の食害防除対策と沿岸生態系の影響評価（代表）（2014 年～2017 年度、2017

年度の助成金額：60 万円） 

2) 東京大学大気海洋研究所共同利用研究（外来研究員）バイオロギング技術を

もちいた瀬戸内海の海洋動物の行動と沿岸環境モニタリング（2019 年度、助

成金額：20 万円） 

 

 

 

Ｄ．その他 

 

福山大学研究推進委員会 

1) 2017～2019 年度福山大学研究成果発表会、エフピコ RIM 

2) じばさんフェア 2017～2109、エフピコ RIM 

3) 2017 年大学院 FD「瀬戸内海しまなみ沿岸生態系に眠る多面的機能の解明

と産業支援・教育」研究計画について、福山大学、2018 年 3 月 

4) 2018 年度大学院 FD「福山大学ブランディング推進のための研究プロジェ

クト」成果報告会、福山大学、2019 年 3 月 

 

有瀧真人 

1) じばさんフェア 2018：しまなみテッポウギスプロジェクトの紹介、有瀧真

人、2018 年 11 月 18 日  

2) 私立大学研究ブランデイング事業に関わる研究発表と情報交換会、藤川稔晃、

2018 年 12 月 1 日 福山大学内海生物資源研究所 
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北口博隆 

1) 殺藻細菌 Pseudoalteromonas sp. A25 株の野生株と変異株の殺藻活性の

比較 

益七瀬、北口博隆、満谷淳 

令和元年度日本水産学会中国・四国支部例会（広島）要旨集 p.27 (2019-

10) 

 

阪本憲司 

1) 福山大学公開講座 

瀬戸内海は、生物の宝庫!! ～里山・里海にみる、ふるさとの自然～ 

阪本憲司 

三原市中央公会堂（2018 年 9 月） 

2) 福山大学公開講座 

瀬戸内海は、生物の宝庫!! ～里山・里海にみる、ふるさとの自然～ 

阪本憲司 

福山大学１号館大講義室（2018 年 9 月） 

 

佐藤淳 

1) 環境 DNA と NGS 

佐藤淳 

第 1 回 福山大学 NGS を学ぶ会（2018 年 10 月 15 日、福山） 

2) DNA メタバーコーディングによる動物の食性分析. 

佐藤淳 

私立大学研究ブランデイング事業に関わる研究発表と情報交換会（2018 年

12 月 1 日、因島） 

3) Setouchi Satoyama-Satoumi Research Project of FUKUYAMA 

UNIVERSITY 

Sato JJ 

International Symposium of Island Research (14 December 2018, Mokpo 

National University, South Korea） 

4) 多島海に学ぶ里山・里海学と私たちの未来 

佐藤淳 

2019 年度福山大学研究成果発表会（2019 年 6 月 26 日 福山）． 

5) 多島海に学ぶ里山・里海学と私たちの未来 

佐藤淳 

第二回瀬戸水研海産無脊椎動物研究センターと福山大学との共同ゼミナー
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ル〜第二回しまなみゼミ～（2019 年 8 月 23 日、因島） 

6) Education and Research of Department of Biotechnology, FUKUYAMA 

UNIVERSITY 

Sato JJ 

Seminar (5 December 2019, Laos National University, Faculty of 

Agriculture). 

 

関田隆一 

1) 里海の藻場探査プロジェクト 衛星画像藻場分布 

関田隆一 

府中☆産業博（2019 年 5 月 11、12 日、府中） 

2) 里海の藻場探査プロジェクト 衛星画像藻場分布 

関田隆一 

2019 年度福山大学研究成果発表会（2019 年 6 月 26 日 福山）． 

3) 瀬戸内海沿岸域の藻場分布状況を知る地球観測衛星データの定量解析 

関田隆一 

じばさんフェア２０１９（2019 年 11 月 16、17 日、福山） 

 

水上雅晴 

1) 因島キャンパスを中継した遠隔講座によるブランディング研究の紹介 

水上雅晴 

じばさんフェア 2017（2017 年 11 月 11、12 日、福山） 

2) 藻場の生き物たち 

水上雅晴 

じばさんフェア 2018（2018 年 11 月 17、18 日、福山） 

3) 藻場や干潟の生物と UV レジンを用いた標本づくり教室 

水上雅晴 

じばさんフェア 2019（2019 年 11 月 16、17 日、福山） 

4) 福山大学 出前水族館 

水上雅晴 

ふくやま環境フェスタ 2019（2019 年 10 月 20 日、福山） 

 

渡辺伸一 

1) 環境 DNA を用いたカブトガニの分布調査：岡山県笠岡湾における研究事例 

渡辺卓，渡辺伸一，佐藤淳，東川洸二郎，森信敏，惣路紀通 

日本カブトガニを守る会 2017 年度総会（ポスター発表、2017 年 8 月、岡山
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県笠岡市） 

2) 瀬戸内海のオオミズナギドリの食性と採餌環境 

松井健介，大西和斗，渡辺伸一 

日韓オオミズナギドリ生態・保全研究集会（口頭発表、2018 年 3 月、千葉県

柏市） 

3) 山口県ハンドウ島におけるアマツバメの親鳥の帰巣頻度と雛の糞数の変化 

深見萌、松井健介、渡辺伸一 

日韓オオミズナギドリ生態・保全研究集会（2018 年 3 月、千葉県柏市） 

 

 

 

Ｅ．メディア 

特別企画 中国地域経済をリードする企業・大学、財界、Vol.66、No.20（2018

年） 

進学コンパス、山陰中央新報（2017 年～2019 年） 

大学徹底研究 広島県の大学へ行こう、中国新聞（2017～2019 年） 

 

有瀧真人 

1) Wink 福山・備後：しまなみテッポウギスプロジェクト VOL.1 、7 月号、

2017 年 6 月 25 日  

2) Wink 福山・備後：しまなみテッポウギスプロジェクト VOL.2 、8 月号、

2017 年 7 月 25 日  

3) Wink 福山・備後：しまなみテッポウギスプロジェクト VOL.3 、9 月号、

2017 年 8 月 25 日  

4) 読売新聞：「テッポウギス 養殖技術開発中」、2017 年 8 月 30 日（水） 

5) Wink 福山・備後：しまなみテッポウギスプロジェクト VOL.4、 10 月号、

2017 年 9 月 25 日  

6) Wink 福山・備後：しまなみテッポウギスプロジェクト VOL.5 、11 月号 、

2017 年 10 月 25 日 

7) NHK 総合：お好みワイド 「しまなみテッポウギスプロジェクト：福山大

学」、2017 年 11 月 10 日 

8) Wink 福山・備後：「しまなみテッポウギスプロジェクト」成果発表会＆試

食会、2017 年 12 月 7 日 

9) 中国新聞：「テッポウギス養殖挑戦」、2017 年 11 月 21 日 

10) 読売新聞：「養殖シロギスとろっとうまい！！歯ごたえもあるゾ」、2017 年

12 月 8 日  
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11) 中国新聞：「養殖シロギス 40 人試食」、2017 年 12 月 8 日 

12) 広島ホーム TV：J ステーション 「福山大のシロギス養殖プロジェクト」、

平成、2017 年 12 月 14 日 

13) みなと新聞：「大型シロギス周年供給へ沖縄県の漁協福山大と連携 20 年春に

も初出荷」、2018 年 9 月 11 日 

14) 中国新聞：「一目でわかるおいしい数値 福山大学試食・測定で基準作成」、

2019 年 7 月 29 日 

15) びんご経済レポート：「福山大学が廻鮮寿司しまなみと共同研究」2019 年 8

月 10 日号    

16) Wink 福山・備後：「魚の旨味を数値化！？美味しさを科学する」、9 月号、

2019 年 8 月 25 日  

17) 日本経済新聞：魚のおいしさ「見える化」福山大学と廻鮮寿司しまなみ 2019

年 10 月 11 日 

18) 中国放送テレビ：「福山大学発の養殖キス ブランド化に挑戦」、2019 年 11

月 6 日 

19) 広島ホームテレビ：J ステーション 「刺身のおいしさグラフ化しました 福

山大×寿司店の取り組み」、2019 年 11 月 18 日  

20) 中国放送テレビ：「ぶら島太朗の海魅人に会いたい！養殖シロギスを探せ！」、

21)2019 年 11 月 29 日  

21) 経済レポート：「沖縄でシロギスを量産化」2019 年 10 月 1 日 

22) 日本経済新聞：キス沖縄で養殖 水産卸のクラハシ、福山大と、2020 年 1 月

21 日 

 

池岡宏 

1) 黒木春樹,キャンパスレポータによる学生の研究紹介として中国新聞掲載予

定（取材終了済） 

 

阪本憲司 

1) 福山大学公開講座 瀬戸内海は、生物の宝庫!! ～里山・里海にみる、ふるさと

の自然～. 山陽新聞（2018 年 9 月 23 日） 

 

佐藤淳 

1) DNA の視点から里山の生態系を解き明かす. 中国新聞（2018 年 11 月 23 日

28 面） 

2) 食べ分けて森で共存. 朝日新聞（2019 年 1 月 17 日科学面）Web 版「森に住

む よ く 似 た 小 ネ ズ ミ 、 ２ 種 が 共 存 で き る 秘 密 は ？ 」 ：



99 

https://www.asahi.com/articles/ASM185WJSM18ULBJ014.html 

 

仲嶋一 

1) 「中国新聞 LEADERS 倶楽部」通信 Vol.27「地域資源の発掘・研究に尽力」、

中国新聞（2017 年 9 月 21 日） 

2) レーザー「地域の未来創造」、日刊工業新聞（2017 年 12 月 1 日） 

3) 「福山大学ブランディング推進のための研究プロジェクトが採択！」、福山

大学学報第 154 号（2017 年 12 月） 

4) 「瀬戸内地域の生態系研究・調査が研究ブランディング事業に採択」、備後

経済レポート（2018 年 1 月 10 日） 

5) 地域共創の現場㉔「養殖・ワイン･･･里山・里海を活かす」、教育学術新聞

（2018 年 2 月 7 日） 

6) 「福山大学ブランディング推進のための 研究プロジェクト経過報告につい

て」、福山大学学報第 160 号（2019 年 4 月） 

 

水上雅晴 

1) 瀬戸内海の生物守ろう 因島で 3 小 大学生と考える. 中国新聞（2019 年 9 月

19 日 24 面） 

2) 美木原小 4 年生ら  因島で環境学習 . 朝日新聞瓦版みつきたにゅーす

No.078（2019 年 9 月 20 日 1-2 面） 

3) 西藤小 4 年生ら 因島で環境学習. 朝日新聞瓦版 ASA 松永だより No.239

（2019 年 9 月 20 日 1-2 面） 

4) 環境学習推進事業 ふるさと海辺教室. 広報おのみち 10 月号 No.1057（2019

年 10 月 10 日 32 面） 

5) )環境を守ろう！ ふるさと海辺教室. 日本財団 海と日本 in広島ホームペー

ジ（2019 年 10 月 3 日） 

https://hiroshima.uminohi.jp/report/環境を守ろう%ef%bc%81「ふるさと海

辺教室」/  

 

渡辺伸一 

1) 「奇跡の海」の生き物たち オオミズナギドリ 

朝日新聞（2017 年 6 月 10 日） 

2) 海洋生物の研究、体験入学会の様子について 

SUMMER WIND RADIO 2017（RCC ラジオ、2017 年 7 月 16 日） 

3) アカエイによるカブトガニ卵の捕食行動について 

ニュースただいま佐賀（NHK 佐賀放送局、2017 年 9 月 15 日、27 日） 

https://www.asahi.com/articles/ASM185WJSM18ULBJ014.html
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4) 世界をリードする日本の力「バイオロギング」 

夕刊フジ（産経新聞社、2017 年 11 月 19 日） 

5) Putting Sensors on Oceangoing Birds Could Improve Weather Forecasting 

National Geographic com. (2018 年 3 月 19 日公開) 

https://video.nationalgeographic.com/video/news/00000162-3ecf-d433-ad73-

bfffbad70000 

6) 瀬戸内海におけるバイオロギング調査 

世界の何だコレ！？ミステリー（フジテレビジョン、2018 年 10 月 4 日） 

7) バイオロギングの１分） 

1 分のチカラ「映像のチカラを探る！」（テレビ新広島、2018 年 10 月 12 日） 

8) 瀬戸内海における野生動物の生態調査 

地球派宣言（広島ホームテレビ、2018 年 11 月 14 日） 

9) オオミズナギドリの巣穴を掘り返すイノシシ 

中国新聞（2019 年 4 月 22 日） 

https://video.nationalgeographic.com/video/news/00000162-3ecf-d433-ad73-bfffbad70000
https://video.nationalgeographic.com/video/news/00000162-3ecf-d433-ad73-bfffbad70000


 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


